




はじめに

吉祥寺の街の魅力は近年いろいろなところで語られています。
ＪＲ中央線と京王井の頭線の結節点に位置し、歩いて回れる比較的狭い区域内に様々な個性を

もった商店街と複数の大規模店舗があり、駅の南側には自然豊かな井の頭公園があるというユニー
クな個性をもった街です。また、周辺には静かな住宅地が広がり、昔から学者や芸術家が多く住
むことでも知られています。

しかし６０年代から７０年代にかけての再開発事業から取り残されたイースト吉祥寺地区はや
や趣を異にします。この地区は「ピンク街」という問題を長年抱えてきました。地元の人々を初
め、多くの市民と行政が共同で環境浄化活動を続けた結果、図書館が設置され、風俗公害の拡大
に歯止めをかけることができましたが、今なお環境浄化運動をやめることのできない状況が続い
ています。風俗営業の客引きの影響で普通の買い物客の足が遠のき、商業地としての発展も阻害
されてきました。

私達はこのような現状を見聞きするにつけ、同じ武蔵野市民として何とか安心して歩ける安全
で活気のある街にしたいと考え、折りしも建設の始まった吉祥寺シアターや道路拡幅計画とも合
わせて、この地区の将来展望を考える起爆剤となることを目指し、平成１５年度の活動として、私
達の考える「イースト吉祥寺再生計画」を分かり易い形で提示することに取り組みました。

この検討には、地元の方々にも熱心に参加していただきました。また、今年２月に発表した「中
間とりまとめ」にも各方面からご意見が寄せられました。皆様方の熱意に感謝し感動するととも
に、このプロジェクトへの関心の高さを確認いたしました。今回の提案を実現するためには、乗
り越えなければならない課題が多々ありますし、この提案が唯一のものだとも考えていません。当
会としては、今回の検討を通して醸成されたアイデアを具体的なまちの形に実現できるよう、引
き続き、地元の方とともに活動していきたいと考えています。

私達市民まちづくり会議・むさしのが大切にしていることは「市民が主体的に動いて進めるま
ちづくり」という考え方です。これからのまちづくりには、市民自らが考え、行政に提案できる
様々な市民の組織が必要ですし、それを受け止めて施策化できる市民と行政の協働の体制づくり
が必要です。私達の検討がそのきっかけとなることを心から願うものです。

2004年 6月
市民まちづくり会議・むさしの

代表　清本和子
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吉祥寺駅周辺地域は、その発展の歴史や進度、地理的位置関係等の特
徴に応じて4つの地域に分けられています。

●セントラル
・サンロード、ダイヤ街などの商店街モールと伊勢丹のある再開発街区、
ハモニカ横町など、賑わいのスポットが連続しています。

　昔から駅前の商業街として発展してきたセントラル地区は、商業者と
行政の連携による計画的なまちづくりが進められています。

・本年４月には、サンロードの新アーケード、平和通りの路面改良、公
園通りの新街灯などが完成しました。地元商店の衰退と大手資本によ
る商店の画一化が課題となっていますが、依然として勢いがある地域
です。

　

●ウエスト
・吉祥寺のまちの拡大は、東急百貨店を越えて西側に伸びました。この
地域は、元々住宅地であり、その中に商店が滲み出ていった形で発展
しました。駅に近い近隣商業地域は、新しい商店に魅力的なようで
す。住宅と商店の混在に課題がない訳ではありませんが、適度な賑わ
いが新しいまちの雰囲気を作っています。

●パーク
・井の頭公園への玄関口として人の流れが絶えない地区です。中心商店
街であるパークロードは道幅が狭いのにもかかわらずバスの経路でも
あり、交通安全の面で問題となっています。また、多数のバス路線の
乗降が井の頭通りで行われるため渋滞発生の要因となっています。こ
のため、南口に交通広場が整備されることになっています。

・井の頭通りの南側では、特に井の頭公園に通じる七井橋通り周辺が若
者向けの様々な商店で賑っています。ウェストほどではありません
が、賑わいが周辺の住宅地に滲み出す兆しがあります。

●イースト
・吉祥寺大通りで吉祥寺の賑わいから分断され、賑わいが三越で止まっ
ています。駅に近いビルの裏側には風俗店が並び、夜はネオンと呼び
込みで多くの人が近寄りがたく、また昼間は訪れる魅力がないまちと
なっています。最近、新しい小さな商店が新たな魅力を作るように
なっていますが、広がりにはなっていません。その一方、マンション
の建設も目立っています。

東急裏広場

七井橋通り

三越裏

サンロード
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今回の検討では、イースト地区のうち、水門通り、吉祥寺大通り、中
央線、五日市街道に囲まれた台形の地域を対象にしています。

検討対象地域
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２．イースト吉祥寺の歩み

１）まちの成り立ち
●江戸時代、玉川上水の開通（１６５４年）によって武蔵野の原野は農
地としての開発が進みます。吉祥寺地区は万治元年（１６５８年）の
江戸大火で焼け出された人々が、代地として五日市街道の南北に割り
当てられた幅で開墾したものが短冊形の農地となり、吉祥寺村を形成
したのがそもそもの始まりです。その後、吉祥寺駅の開業を経て駅前
にも商店ができ、関東大震災後には都心部から学者、教育者、軍人、
芸術家、サラリーマンなどが多く移住してきて住宅地が形成されまし
た。イースト吉祥寺も古くは住宅地でしたが、７０年代前半の駅周辺
再開発事業を契機に商業地へと変わっていきます。

２）吉祥寺駅周辺の再開発

―まちの骨格の形成―
●街の発展に伴って起きてきた交通渋滞と商店の住宅地への滲み出しを
緩和するため再開発が検討されます。最初の案は１９５４年に都がつ
くったもので駅前広場と周辺の道路を整備するものでした。この案は
地元商店街の反発を受けて５７年に事実上廃案となります。その後、
公園通り、五日市街道、弁天通、水道道路の範囲をブロック化して開
発する高山案（１９６２年）が提示されますが、この案も商店への補
償をめぐって議論が分かれ廃案となりました。中央線高架化が目前に
迫った６４年に都が新たな案を示し、市はこれを受け入れます。これ
によって吉祥寺大通りなど現在の道路の骨格が決定します。

―取り残されたイースト地区―
●しかし、この計画は道路計画のみであり街全体の計画ではなかったの
で、市は６５年に再開発案を発表します。この案では北口地区を５つ
のブロックに分けて再開発を進めることになっており、イースト吉祥
寺も再開発ブロックに入っていました。この案については権利関係や
実現の可能性を巡って疑問が出されましたが、乱開発の兆しが見られ
たことから地元商店会が積極的になり、最終的には６６年９月に修正
案が出されて合意となりました。その結果、行政主導の開発は現在の
伊勢丹が入居している開発公社ビルとその周辺にほぼ限られ、他の地
区の開発は事実上、地権者に委ねられることとなり、この時点でイー
スト吉祥寺は再開発によるまちづくりの機会を失います。

―まとまらなかった地域の力―
●駅前地区はロンロン（６９年）や伊勢丹（７１年）の開業、サンロー
ド整備（７１年）などによって発展しましたが、イースト吉祥寺が注

65 年再開発案
（武蔵野市百年史より）

高山案
（武蔵野市百年史より）

明治15年当時の吉祥寺
（武蔵野市都市マスタープランより）
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目されるのは、吉祥寺大通りができ、近鉄が７３年に出店してからと
なります。この地区は、住宅と小規模飲食店が立地する地区でした
が、道路整備に伴って、いきなり商業化されたため地域をまとめる力
が働きませんでした。これは地権者が少なく、かつ、既存商店の力に
よって大きく発展した駅前地区とは大きく異なるところです。駅に近
いものの、充分な開発力がなかったイースト吉祥寺は風俗店立地の格
好の場所となり、商業地区の高い固定資産税に耐えられなくなった地
主がその進出を容認せざるを得ない状況となりました。

３）環境浄化活動
―近鉄ウラをめぐる住民運動―
●７３年に開業した近鉄百貨店は東側には小さい出入り口が一箇所しか
なく、その閉塞感もあり「近鉄ウラ」を生み出してしまいました。７
４年には早くもピンク街が出現します。７６年にはストリップ劇場進
出計画が判明し、地元住民と本宿小ＰＴＡが反対の請願を出します。
当時ピンクキャバレーは4０店を超え、市議会に対策委員会が設けら
れます。反対運動に取り組んだ市民有志が環境浄化推進市民委員会を
結成しました。ストリップ劇場はレストランシアターとして開業しま
したが、度々警察の手入れを受けて廃業に到っています。しかし、風
俗店の勢いは止まらず、７８年には悪質な客引きを監視するため街頭
カメラが設置され、東口交番でモニターすることになりました。その
間もアダルトショップやレンタルルームが出現します。

－ラブホテルの進出―
●相次ぐラブホテルの進出に対する反対運動に敗れた市民は、１９８２
年「風俗産業公害に関する条例制定」の住民直接請求をしました。こ
の請求自体は否決されましたが、翌８３年「武蔵野市環境浄化に関す
る条例」及び「武蔵野市旅館レンタルルーム規制条例」が成立し、近
鉄裏一帯でのホテル建設が規制されました。

　　ラブホテルは吉祥寺大通りを越えて現在のウィズビルにも計画され
ましたが、これも住民による反対運動があり、業者の倒産と共に計画
はなくなりました。

－運動の成果―
●１９８４年、まちのイメージをプラスに変え、あわせて風俗営業拡大
をとめたいと同地区内の土地情報を得て、市議会に購入請願を行い、
市が購入した土地に図書館をつくろうという運動が広がりました。教
育委員会には繁華街に図書館は好ましくないという意見もあり、ま
た、用地買収に絡んで業者の攻勢もありましたが、最終的に８７年に
東部図書館が開館し、半径２００ｍ以内では新規の風俗営業は出来な
いこととなりました。市はこれと並行して近鉄裏を環境浄化特別推進
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地区に指定し、道路の舗装、排水設備の改修、街路灯の設置、不法看
板の整理、道路の愛称づくり、案内板の設置などの他、公共用地の取
得に努める、近鉄百貨店に周辺活性化の協力要請をする、駅東口の開
放など東口付近の活性化を図るまちづくり計画をすすめました。

―ピンクの復活―
●住民運動や行政の取り組みによってラブホテル計画が崩壊し、いった
んは鳴りを潜めたかに見えたピンク街でしたが、９０年代の不況の深
まりと共にまたもや復活の兆しをみせ始め、夕方明るい内から駅の周
辺に立ち始める客引きの存在が住民を悩ませ、普通の客の足を遠のか
せる結果を招いています。

４）行政による取り組み
―新たなチャレンジ、吉祥寺シアタ―
●武蔵野市第三期長期計画第二次調整計画では、吉祥寺東部地区の整備
について「吉祥寺図書館を一つの核とし、吉祥寺市政センター跡地を
文化発信の拠点に利用するなど、都市文化の発信エリアとして新たな
イメージの創出を推進する」と位置付けています。　２００１年、こ
こにどのような拠点を作るのかを検討し、基本構想をまとめるための
「吉祥寺東部地区文化施設基本構想検討委員会」が設置されました。
同委員会は２００２年、現代演劇やダンスなどの舞台芸術を中心にし
たシアターの建設を行うという報告書をまとめ、市長に答申しまし
た。これを受けて市はコンペによる設計者の公募などを経て建物の基
本構想をまとめ、２００５年４月開館を目指して現在工事が行われて
います。また、このシアターの運営を任される支配人も公募で選ばれ
ました。

－道路拡幅計画―
●この地区の道路は現在ほとんどが４ｍ未満ですが、市はこれを拡幅し
て６ｍにする計画を持っています。吉祥寺大通りからシアターへ向か
うベルロードも、現状では４ｍに満たない狭い私道です。市では建て
替えなどの時には、道幅を広げるためのセットバックに協力してくれ
るよう地権者たちに頼んでいますが、個々の土地面積が狭い所も多
く、なかなか難しい面もあるようです。折衷案として１階の壁面だけ
でも下げるよう提案をしているところもあるとまちづくり事務所では
話しています。セットバックした所にベンチや花を置いて、道路環境
を少しでも良くするのが狙いのようです。

５）市民のまちづくり活動

吉祥寺シアター建物デザイン
（武蔵野市ホームページより）

道路拡幅計画図
（武蔵野市区画道路整備事業資料より）
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―吉祥寺東部地区まちづくり協議会―
●吉祥寺東部地区まちづくり協議会は、同地区の活性化と安全で環境の
良い街づくりを進めることを目的として設置されました。会員資格は
吉祥寺東部地区の居住者、土地建物を所有する者、会の目的に賛同す
る者となっています。事業は①まちづくりに必要な調査・研究②地区
のまちづくりに関する計画案の検討③その他街づくりを進めるために
必要なこととなっています。

－再開発を考える地権者のグループー
●ピンク街に近い場所に土地家屋などを所有している地権者の人達は風
俗営業の被害をより一層大きく受けてきました。ビルを建ててもまと
もなテナントが入ってくれない悩みや、夜更けての呼び込みや嬌声な
どの騒音で充分な睡眠がとれないなど、より直接的に被害を受けてい
たため、何とかしなくてはという気持も強く、度々勉強会などを開い
て話し合い、再開発の模型をつくるところまで議論を煮詰めました
が、それを実現するための手だてというところで小康状態となり、今
後のさらなる活動の盛り上がりが期待されています。

＊巻末資料にイースト吉祥寺の年表があります
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イースト吉祥寺は、吉祥寺の中心商店街から外れているため、多くの
市民にとって、馴染みがない地区かもしれません。ここでは、統計の分
析やタウンウォッチングで感じたことをもとにお伝えします。

●風俗店
・風俗店も一時はかなりの広がりがあったようですが、様々な環境浄化
の運動や図書館建設などにより、今は、駅に近いエリアに限られてい
ます。呼び込みもその周辺に多くなっています。こうした風俗店が多
い通りは、道路の幅が狭く、利用しない人にとっては入っていきにく
い雰囲気です。

●マンション建設
・最近、戸数100戸を越える規模の分譲マンションができています。ま
た、小さい1ルームマンションもできています。建築中のマンション
も含めて、ベルロードより北側、特に吉祥寺図書館のあたりには中高
層マンションなどの住宅が多く、ベルロードより南側の駅に近い側に
は、風俗関係も含めて小規模の店舗や業務ビルが多くあります。同じ
エリアでも、少し違ったカラーを感じます。

●人が暮らすまち
・イースト吉祥寺は駅の近くが商業地域に、その周辺は近隣商業地域に
指定されており、主に商業用途の土地利用が期待されていますが、マ
ンション、アパート戸建住宅も多くあります。新たなマンション建設
によって人口や世帯数も増え、おそらくファミリー層も増えるのでは
ないかと思われます。

・今回対象としているイースト地域の東側は住宅が広がっています。こ
のエリアも含めた本町１丁目の夜間人口は1480人、世帯数は969世帯
です。（平成１５年８月１日住民基本台帳）。

・年齢構成は、15 歳未満人口の割合が全市に比べて低く、反対に65 歳
以上の高齢者の割合が全市平均を上回っています。すなわち子どもが
少なく、高齢者が多いという特徴があります。

新築されたマンション

風俗店街

本町１丁目地区人口世帯の推移
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●狭い道の拡幅
・イースト吉祥寺エリアの道路は、こうした幅４ｍに満たない狭い道が
多く、それが風俗店にとっては良い立地条件になっていた面もあるか
もしれません。また、私道が多いのも特徴です。

・市では、本町コミセンに面した南北方向の市道と、三菱信託銀行北側
のの吉祥寺大通りからクックロードに至る市道を、６ｍに拡幅を進め
る予定になっています。また、他の狭い道路も、将来の道路に面した
建物の建て替えなどの整備に合わせて、道幅を確保していきたいと考
えているようです。

●新しいお店と昔ながらのお店
・五日市街道側のマンションの１階部分では、最近若い人が経営する新
しいお店が少しずつ増えています。一方、古くから開発された南側の
地区では、風俗店とは違う、昔からの盛り場の雰囲気を残した通りも
あります。また、音楽スタジオや楽器店なども、地区内に点在してい
ます。

●吉祥寺シアター
・さて、このようなイースト吉祥寺に、近々建設される吉祥寺シアター
がどのような雰囲気をもたらすでしょうか？

・建物の雰囲気、そこを訪れる人の雰囲気はどう変わるでしょうか・・

新しい個性的なお店が入っている
マンション

マンション建設にあわせて拡幅し
た道路

昔ながらの飲食店街
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４．イーストにおける３つの課題
タウン・ウォッチングや現状をもとに、イーストに関心をもつ方々が、さ

らに現状認識を深め、このまちをどうすべきかについて議論した結果を次
のように大きく３つの課題としてまとめてみました。

○　失われた「まち」の魅力を取り戻し持続させること

○　安心で安全なユニバーサルデザインのまちづくり

○　古く懐かしい文化の維持・イーストならではの魅力の創造

それぞれについて、詳しくご説明します。

１）失われた「まち」の魅力を取り戻し持続さ
せること

（現状認識）
－ 健全な商業・飲食店舗の成長を妨げる風俗産業 －
●これまでの経緯と、現在でも駅からの道筋にネオンが輝く状況によっ
て、イーストは「風俗地区」としてのイメージが強くなっています。
旧近鉄裏を中心とした風俗産業の規制を目的とした環境浄化活動や吉
祥寺図書館の設置などによって、風俗店の立地範囲は駅前に狭まって
いますが、むしろ、駅前に集約されている感があり、風俗産業がイー
ストにおける健全な商業・飲食店舗などの成長を妨げています。イー
ストの一般の商業・飲食店舗からは人足が遠のき衰退の一途をたどっ
ており、この結果、さらに税負担力のある風俗店舗に切り替わるとい
う悪循環がみられます。

－ 新たな居住 －
●イーストは、商業用途の地区として指定されていますが、住宅も多
く、人が暮らす場所でもあります。商業の衰退とともに店舗が撤退
し、跡地にファミリー用の分譲マンションや、ワンルームマンション
が建設されて新たな居住が始まっています。

－ 失われる競争力 －
●イーストの商業・飲食店舗は、吉祥寺内の他地区に対しても競争力は
低いと思われます。風俗産業の集積、税負担の上昇、地権者の高齢化
などを念頭におくと、現状を維持する限り、わずかな魅力ある店舗を
除いて、商業・飲食店舗などが競争力を得て再生する可能性は乏しい
と考えられます。
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（対応）
－ 環境浄化活動の継続・拡大、抜本的な地区再生への着手 －
●環境浄化活動は、引き続いて推進し拡大していく必要があります。加
えて、抜本的な対応として、駅前のエリアを風俗と同等もしくはそれ
以上に税負担力のある商業・飲食店舗などのテナント施設や準公共施
設に再生し、地区施設を一体的に経営することにより、再び風俗産業
が立地することのない持続的で魅力ある駅前空間を創造することが重
要です。

●イーストに関心を持ち、イーストと共に繁栄しようとする市民や企
業、NPO団体等が結集し、協働してイーストの魅力を持続する様々な
企画を行い、実施する仕組みを設けます。

－ 商業機能と居住環境の調和へ －
●商業と居住は往々にしてお互いに摩擦を生み出すことがありますが、
イーストでは両者が調和し、イーストの魅力を高めるようにしていき
ます。イーストは吉祥寺駅前から北と東に広がる立地であり、商業が
中心となる地区は駅周辺を中心に立地し、次第に外側に居住地区が広
がることになります。最も工夫すべき部分は、新たに再生される駅前
の商業・飲食店舗、準公共施設空間などと、地区内や隣接する居住空
間との「はざかい」の部分になります。ここに商業と居住が調和する
中間的で魅力的なストリート空間を生み出し、駅前商業と居住の空間
がそうしたストリートを介在して自ずと調和するような「まちなみ」
を創造します。居住者、市民、訪問者は、東西や南北に広がる高規格
なストリートを歩くと、駅前から居住区の間に、緑や季節の花、しゃ
れた小店、落ち着いて懐かしい雰囲気の飲食店などを楽しむことがで
きます。

●居住者は魅力ある商業施設などを日々の生活に利用し、一方、商業・
飲食店舗などは地域の生活環境を確保し、さらに高めることができる
ようにします。

２）安心で安全なユニバーサルデザインのまち
づくり

（現状）
－ 近寄りがたい場所や通りなど －
●風俗の駅前立地のために、特に夜はこの近隣に住む方々や通勤・通学
帰りの方々、買い物客の方々などにとっては、近づきにくく、歩きに
くい場所が増えています。逆に昼間は、ネオンや呼び込みはないもの
の、イーストは活気がなく、歩く魅力の乏しい地区となっています。
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－ 狭小で狭い空間 －
●地区内には現状でもみたように狭い道が多く、市は拡幅事業を進めて
いますが最終的に達成できる時期ははっきりしていません。

●イースト地区は建物と狭い道から成っており、低・未利用の土地を除
いて、公園や緑地、広場などのゆったりした空間はありません。

－ 未実現のバリアフリー・ユニバーサルデザイン －
●イーストの東西南北の通りは、狭い上に、道筋が電柱や駐車、その他
看板などでデコボコしており、駅や図書館、その他の公共的施設にも
連結する重要な通りであるにもかかわらず、誰でも安心して歩けるユ
ニバーサルなデザインが適用されているわけではありません。バリア
フリー法による整備もまだまだ十分とは言えません。

（対応）
－ 安心と安全を守る活動との連携・浄化活動の拡大 －
●駅前エリアの再生を目指すと共に、人々の歩行の安全を守るために、
環境浄化活動を拡大します。特に、今後は、東部まちづくり協議会と
も連携し、イーストに関心をもつ多数のNPO 団体の協力を得ながら、
市民による活動を一層拡大していきます。多くの人々との連携と多数
の市民の参加によって、周囲の注目度を高め、環境浄化活動の効果を
高めていきます。

－ 再生事業と「はざかい」でのストリート事業の推進 －
●駅前施設の抜本的な再生、「はざかい」における魅力あるストリート
の形成の機会を通じ、市による道路拡幅事業を促進してもらいます。

●市による拡幅事業と同時に、「はざかい」の活動を推進することに
よって、景観を含め、美しく楽しい魅力ある、歩きやすい道を生み出
します。

－ ユニバーサルデザインの導入 －
●駅前施設の抜本的な再生、ストリート事業、市による道路拡幅事業な
どの機会に、ユニバーサルデザインをイースト地区全般に取り入れ、
高齢者や子ども、障害を持つ方々、健常者の誰もが自然に移動できる
ユニバーサルな歩行環境、駅への接続、建物への接続を実現します。
この実現のために、広く関連NPO 団体との連携を進めます。

－ 人々が集うコミュニケーションの場を創出 －
●一体的な計画をもとに、広場などの空間をイーストに創出し、人々が
コミュニケーションを楽しめる場を提供します。

●本町コミセンの機能をイースト一帯に有機的に拡大することを提案し
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ます。コミセン機能は必ずしもひとつの施設に集約されている必要は
なく、複数の施設を連携することによって、サービス機能は飛躍的に
拡大する可能性があります。

３）古く懐かしい文化の維持・イーストならで
はの魅力の創造

（現状）
－ 昔ながらの店舗の衰退 －
●かつては武蔵野美術大学の通学ルートであったため、イーストには
しゃれた喫茶店や小売店が点在しています。駅前の風俗店舗の外側に
は、昔からの飲み屋やバーなどがあり、懐かしい盛り場の雰囲気を残
した通りもあります。音楽好きの若者たちが集うジャズやクラシック
の店、ライブホール、音楽スタジオや楽器店なども点在しています。
イーストにはこうした庶民文化や芸術文化があふれていますが、まち
の魅力がなくなり、訪れる人が減ったことによって、こうした文化の
香りとも言える特長が失われようとしています。

－ 新しく芽生えつつある個性的な店舗 －
●五日市街道側のマンションの１階部分では、最近若い人が経営する個
性的な店舗が増えています。こうした動きはイースト内では散見され
ますが、このままでは、こうした新しい芽生えが失われそうです。

－ 吉祥寺シアターの建設 －
●ベルロードの先に吉祥寺シアターが建設されていますが、シアターを
活かしていく方法やシアターとの連携などについての議論は必ずしも
十分に行われていません。

（対応）
－ 環境浄化・抜本対応・ストリート事業・シアターとの連携 －
●懐かしい店舗などの維持は、環境浄化活動の拡大、抜本的な再生事業
と並行して実施するストリート事業を通じて着手し、様々なNPOの事
業活動を組み合わせながら実現します。行政との連携が重要な課題と
なります。

●駅前の抜本的な再生事業に、小さな店舗からなる市場、バザールのよ
うな商業施設を設け、一部にはインキュベーション的な機能を持たせ
ることを提案します。新しく芽生える有望な店舗やサービス産業等
を、イーストが一体となって応援できるような仕組みを考えます。

●駅前施設の中核となるテーマは「ミクスチュア・オブ・アート（仮）」
です。イーストはシアターや周辺の芸術文化との連携をとり、他地区
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にはない、イーストならではのコンセプトを生み出すことが重要とな
ります。
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５．目標とするイーストの姿

あふれる創造性と豊かな生活が調和するまち

この目標を達成した時の、イースト吉祥寺の将来のイメージを「あふ
れる創造性と豊かな生活が調和するまち」とします。
かつて多くの文化人がこの地に集ったように、また、今、このまちに

創造的な魅力を感じ若い人たちが集ってくるように、これからも、新鮮
な感性を持つ若者から経験をつみ、目の肥えた大人までが創造的な愉し
さを求めて集い、そこからまた、新たな創作意欲を刺激する文化的な雰
囲気が発せられるまちにしたいと考えます。
それは決して、単に文化施設があり、そこに訪れる人がいるというこ

とではありません。
そこで暮らす人、働く人にとっても、暮らしの質を上げるものであり、

暮らしと調和するものでなくてはなりませんし、「地域の文化や歴史を大
切に守るまち」でなくてはなりません。
また、外からこのまちを訪れる人にとっては「芸術の風薫るまち並み

に個性ある店舗がつづくまち」であり、「歩いて楽しい、美しくて安全な
まち」、「なつかしさと新しさが共存するまち」と感じられ、「いつも人の
流れる賑わいのあるまち」であることが大切だと考えます。

第２部：まちづくり構想

吉祥寺は、中央線と井の頭線、さらに南北方向からのバス路線が集約
する交通の要衝です。駅周辺の地域は、複数の大規模店舗を含む多数の
商店が集り、競争と淘汰を繰り返してきました。また、ここに集う人々
による創造的活動によって、この地域は中央線文化の主要な発信地の一
つとなっています。
商業集積地から離れると、緑豊かな公園や閑静な住宅地があり、教育

施設、文化施設などの文教施設も点在しています。吉祥寺は商業と居住、
文教を軸とし、拠点商業都市および住宅都市としての両面を備えた武蔵
野市の主要エリアとして成長を続けています。
その中にあってイーストは、吉祥寺シアターの建設をきっかけとして

新たな文化発信地となる可能性を色濃く秘めています。駅にも近く新た
な展開の潜在力の高い地域です。ここに集う人々がそれぞれに抱く夢を
ふくらませ、実現していける、そんな活き活きしたまちにすることがこ
の計画の目標です。

夢つくる、夢かなう、いきいきＥＡＳＴ
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私たちが希望するイーストを実現するために、以下の考え方を大切に
します。

１）他のエリアと個性を競わせ、共存させる
・イースト、セントラル、ウエスト、パークの吉祥寺の４つのエリアは、
まちの姿が異なり、それぞれがまちづくりの課題を抱えています。こ
れらのエリアがそれぞれの個性を持って発展することで、吉祥寺全体
が繁栄します。

・イーストは、イーストならではの個性あるまちづくりを進めることが
重要です。さらにイーストと隣接する、セントラルやパークのまちづ
くりとの連絡性を高めます。

２）歴史や文化など、街の記憶を大切にする
・昔ながらの飲食店街や音楽の愛好家が集う古くからのお店、図書館前
の樹木など、イーストにはまだ古いまちの面影が残されているところ
があります。

・歴史や文化を感じさせるまちには深みがあり、新しいまちにない魅力
を持っています。これがイーストの魅力の一つであり、これからのま
ちづくりでも大切にします。

・また、狭い路地で構成される街区も、このまちの特徴であり魅力を創
出しています。路地空間は一方で防災面や車いす利用がしにくい、風
俗店が立地しやすいなどのマイナス面があります。そうした課題をク
リアしながら、現在の街区構成を基本にまちづくりを進めます。

３）シアターを生かして、アートを生み出す
・吉祥寺シアター建設のコンセプトは直接イーストのまちづくりとは関
係なかったのかも知れません。また、その規模や公演内容からは直接
的な経済効果は期待できないかも知れません。しかし、シアターが稼
働すると、そこを利用するアーティスト、公演を見に来る観客がまち
に新しい雰囲気をもたらします。

・まちがそれを上手に受け止め、アーティストや観客との交流をはぐく
むことで、創造的な雰囲気をつくり、アーティストの創作意欲を刺激
して新たなアートが生み出される。シアターの建設を契機に、このよ
うなまちづくりを考えます。

４）ユニバーサルデザインでまちをつくる

６．大切にしたい考え方

吉祥寺のまちづくりの課題

吉祥寺図書館前のケヤキ

吉祥寺シアター完成模型
（武蔵野市ホームページより）
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・ユニバーサルデザインは、全ての人にとって、できる限り利用可能で
あるようにデザインすることです。その考え方は私たちが生活する環
境全てに取り入れられることが望まれます。特に、多くの人が利用す
る公共空間において、ユニバーサルデザインが求められます。

・イーストは、市の「交通バリアフリー基本構想」でも重点整備地区と
されており、今後のまちづくりにおいては、道路や広場、多くの人が
集まる施設など、ユニバーサルデザインを心がけて、質の高い公共空
間を実現します。

５）コミュニケーションを生みだす
・イーストは人が暮らすまちでもあります。最近のマンション建設によ
り新しい世帯も増え、まちづくりへの若い世帯の参加が期待されま
す。まちづくりというと、長く住んでいる年配の方が中心になる傾向
がありますが、次世代につなげるまちづくりを考えるとき、子どもや
若い世代にまちに関心を持ってもらい、まちづくりに参加して新鮮な
発想をまちづくりに生かすことも大切です。それには、子どもから年
配者まで、あるいは古くからの住民と新しい住民との交流をはぐくむ
ことが重要です。

・イーストには、本町東部地域の地域コミュニティ活動の拠点である本
町コミュニティセンターがあります。まちで活発なコミュニケーショ
ンが生まれるよう、コミュニティ機能をまちづくりに活かすことが重
要です。

吉祥寺駅周辺重点整備地区（部分）
（武蔵野市交通バリアフリー基本構想よ

り）
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イーストは、吉祥寺にあって人の流れが少なく、他の地域とのつなが
りが少ない地域です。イーストを活気ある地域にするため、イーストに
至るルート、イーストを回遊するルートを形成します。

１）人の流れを呼び込む
　　　　　　　　　－　駅、セントラルとのつながりの強化
・イーストとつながりが弱い「吉祥寺駅」、「セントラル」とのつながり
を強化し、駅からの人の流れ、セントラルからの人の流れをイースト
内部に呼び込みます。

２）通勤通学帰りに楽しむ
　　　　　　　　　－　住宅地とのつながりの強化
・イーストはそこに暮らす人は当然のこと、東町やイーストの東側地域
の住民にとっても、通勤や通学、買い物利用の際に通る場所です。し
かし、現在は駅前のピンク街が快適な通行を阻んでいます。このよう
な状況を改善し、快適に通行できる環境をつくり、さらには、通勤通
学帰りにまちを楽しめるようにします。

３）吉祥寺観光の一巡化
　　　　　　　　　－　井の頭公園とのつながりの強化
・井の頭公園への主要経路は、パーク（南口）か、ウエスト（吉祥寺通
り）になっています。しかし、かつてはイーストから南町の住宅地を
通り、井の頭の池の最東部に至る経路があり、井の頭の池で遊ぶ子ど
もや涼みに行く大人の往来がありました。イーストのまちづくりに併
せてそのルートを復活させて、案内板の設置や観光マップに掲載する
などして、吉祥寺の象徴的な存在である井の頭公園とのつながりを強
化させることにより、イーストを吉祥寺観光に組み込み、吉祥寺全体
の観光ルートが一巡して楽しめるようにします。

４）ＪＲ高架沿いルートの活用
　　　　　　　　　－　東部方面とのつながりの強化
・イーストの東端に吉祥寺シアターが舞台芸術の拠点として建設されま
す。その東側の南町には前進座や南町コミセンがあります。さらに東
側にはアンティーク街があり、西荻窪では毎年まちを舞台にしたアー
トプロジェクトが開催されています。また、東町には吉祥寺東コミセ
ンがあり、多数の演劇団体が利用しています。さらに東には本宿コミ
センがあります。文化のまちづくりという視点から、これら東側のま
ちとのつながりを強化します。そのため、吉祥寺から西荻窪に至るＪ
Ｒ高架沿いルートを、高架下の活用とあわせて今より人が通りやすく
します。

駅、セントラルとのつながりの強化

住宅地とのつながりの強化

吉祥寺観光の一巡化

高架沿いルート、高架下の活用
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「人の流れをつくる」整備構想図
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エリア内整備方針図
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１）２つのゾーン
・イースト内部のまちづくりは、地区内の特徴と課題をふまえて、「駅前
ゾーン」と「周辺ゾーン」に分けて考えます。

・「駅前ゾーン」は、駅前の風俗店が集積する街区から三越までの街区
で、ここは、駅との接続、セントラルとの接続を強め、人の流れをイー
スト内部に呼び込む役割を果たします。

・「周辺ゾーン」は、現在の小さくても個性的な店舗があるイーストの魅
力を引き継ぎます。

・「広場」は、性格の異なる駅前ゾーンと周辺ゾーンをつなぐ役割を果た
します。

＜駅前ゾーンの整備＞
●拠点となる施設の整備
・駅前ゾーンの「拠点施設づくり」は、現在風俗店が集積する駅前の３
つの街区を、街区構成は崩さずに、一体的にたくさんの人が利用する
拠点的な施設を整備するものです。これによって風俗店を排除すると
ともに、駅との接続を強化して駅からの人の流れをイースト内部に呼
び込みます。

・拠点施設には、商業・業務機能だけでなく、コミュニティセンターや
文化ホールなど既存の施設の代替や吉祥寺シアターとのつながりか
ら、文化機能を導入します。

●ゲートとしての整備
・三越の両脇の道路及び沿道の建物を一体的に、人を招き入れるような
雰囲気づくりによりセントラルからの人の流れをイースト中心部に人
を導きます。

・三越のファサードデザイン、建物内部の通路的なレイアウトなどによ
りセントラルに面するイーストのゲート性を高めます。

　イーストとサンロードをつなげるセントラル側の道についても、沿道
の雰囲気づくりを行い、イーストとセントラルの接続を強化します。

・駅との接続には駅側の整備も含めて、ホームから直接デッキで接続す
ることも検討します。

＜周辺ゾーンの整備＞
●協調型まちづくり
・周辺ゾーンの「協調型まちづくり」は、道路の整備にあわせて老朽化
した建物を改築したり建替えたりする際に、
－小さなテナントスペースの工夫により個性的な店舗が立地しやすく
する
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－隣接する建物の共有部を協調して建てる
－１階に店舗が連続するようにする

　など、住民や地権者の協力による緩やかなルールづくりによる協調型
のまちづくりを進めて、買い物を楽しめる回廊空間をつくります。

●軸となる回廊空間づくり
・吉祥寺大通りとシアターを結ぶ東西方向のシアター通り（ベルロード）
と、それに地区の中心で直交し拠点施設と五日市街道を結ぶ南北方向
の通りを、地区のメインストリートとして、特に沿道の店舗立地や街
並み形成に配慮します。

２）広場の整備
・駅前ゾーンと周辺ゾーンをつなぐ「広場」は、三越裏の街区を広場と
して整備し、拠点施設や三越からの人の流れをここで一旦滞留させ、
周辺ゾーンへ導きます。

・このように広場は駅前ゾーンと周辺ゾーンとをつなぐ役割を持ちます。

３）ソフトのまちづくり
・成熟した文化の香るまちの実現を目指して、ホールやシアターでの創
造活動の他に、人々の交流の中から文化が生まれるためのソフトな取
り組みを進めます。

・具体的には、
－外来者のイースト観光をお世話するインフォメーションセンターの
運営

－サロン的な交流の拠点になるカフェやホテル機能の誘致
－多世代の交流によりまちの良さを子どもたちに伝えるイベントの開
催

－イーストの魅力を多くの人に知ってもらうイメージ戦略
　などを関係者同士が連携して取り組みます。
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９．整備イメージ

１）駅前ゾーンの３つの拠点施設
・ＪＲ吉祥寺駅あるいはセントラル地区からイースト地区へ人の流れを
作り、そこに一定の滞留を生み、イースト地区を特徴付けて発展を先
導するために、吉祥寺駅に最も近いブロックを再開発し、３つの拠点
施設を整備します。

(1)イースト・バザール
・吉祥寺駅から正面にあたる場所は、低層の商業地区とします。ここに
は比較的小さな商店が並び、市場を連想させます。それぞれがユニー
クな商店は、30代までの方にとっては新しさを、それ以上の年代には
懐かしい雑踏のまちの記憶を呼び起こすでしょう。

　建物の外壁は緑化され、まちにやすらぎを与えてくれます。
・このバザールは、ロンロン２階から橋で連絡され、ＪＲロンロン口か
らイースト地区への導入路にもなります。

イーストバザールのイメージ

バザールのイメージ
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(2)パブリック・マート
・イースト・バザールの北側に位置するパブリック・マートは、８～9
階建ての商業・業務ビルです。イースト・バザール側から三越側に向
けて、階段状に高くなっていきます。駅前広場から見ると、イースト・
バザールと連続しているようです。このビルも緑で覆われ、一見する
とイースト・バザールとあわせて緑の山のようです。広場側からイー
スト地区に行く際には、パブリック・マートとイースト・バザールの
間を、まるで森の小径に入るように思えます。

・建物の内部では階段状のビル形態を活かした南側からの採光による和
らぎにより、穏やかな空間が形成されます。

・イースト地区の目抜き通りとなるシアター通り（ベルロード）に面す
る低層部は、魅力的な商業スペースです。上層部は業務スペースです
が、より多くの昼間の人通りを生み出す公益的な機能、たとえば保育
施設、健康保健施設やＮＰＯ支援施設などが入ることも期待します。

(3)アート・センター
・イースト・バザールの東側のアート・センターは、吉祥寺駅ロンロン
口からシアター方面への通路に面します。このセンターは、シアター
デビュー予備軍のスタジオや、アート関連の商店やオフィスが集まる
とともに、様々なアミューズメントの場となります。

・ビルの外壁には映像が投影され、建物前の通路ではアート・パフォー
マンスが展開されています。この北側に位置する広場やシアターとと
もに、新しい吉祥寺のイメージを作るための重要な拠点となります。
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パブリックマートのイメージ

パブリックマートのイメージ
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２）広場地区：コミュニティ・プラザ

・アート・センターと吉祥寺図書館に挟まれた地区には、地域の多様な
コミュニティが集う広場を配置します。この石畳の広場では、イベン
トや定期的な市が開催され、平面的に賑わいが広がります。

・この広場は、公園がほとんどないイースト地区における貴重な憩いの
場となります。水と触れ合うことができる場をつくるのも良いでしょ
う。

・地区の外から多くの人が集まる休日には、アートセンターと一体と
なったパフーマンスの拠点となり、イースト・バザールとともに賑わ
いの拠点となります。

・以上のコミュニティ・プラザの機能を発揮するため、周囲の建物との
関係や広場の使い方を次のように工夫します。

●周辺の建物との関係
・周囲の建物や、建物１階の店舗等が広場に正面を向けます。
・広場と周囲の道路の舗装やレベルを同一にし、広場と周囲の建物との
視覚的な　一体性を確保します。広場と道路との境界部には車止めの
小柱等を設置します。

●ソフトプラン
・昼間のイベント利用等だけではなく、シアター客等の夜間の健全な客
層を拡大させるため、広場へのオープンカフェの設置や周囲の建築等
へのライトアップを　行い、夜間の魅力を高めます。

・夜の賑わいの演出として、占い師の誘致なども検討します。
・若者が奇声を発して騒いだり、浮浪者のたまり場とならないよう、公
衆トイレやシェルター等の配置やデザイン、照明、規制方法などに配
慮します。

コミュニティプラザのイメージ

建物の正面を広場に向ける。
広場と道路の舗装を統一する。
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コミュニティプラザのイメージ
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３）回廊の形成：周辺ゾーン

・吉祥寺は回遊性のある買い物環境が魅力の一つです。そこには、低層
部に個性的な店舗が連続し、曲がり角の向こうにさらに面白い店があ
るのではないかと感じさせるワクワク感があります。

・イーストは元々まちの構造自体が、そうした回遊性を持つ要素を持っ
ています。これを生かして、個性的な店舗が連続する回廊をつくりま
す。そのために次の点に配慮します。

●協調して建てる
・イーストは小さい敷地が多いため、建物を建てる際に近隣と、廊下や
階段などの共用部分を協調して設置したり、ファサードをそろえたり
することによって、敷地を有効に活用するとともに、まち全体のバリ
アフリー化や防災性能の向上、街並み形成に寄与します。

●低層階を店舗にする
・建物を建てたり、改装する際には、例えマンションであっても低層部
には必ず店舗を入れて、にぎわいが連続するようにします。

●街並みをつくる
・道路をユニバーサルデザインによる質の高いものに整備するとともに、
沿道の建物や看板等のルールづくりなどにより街並み形成を積極的に
図ります。

●小さいピースを生かす
・イーストでは小さい区画のテナントが多く、そこに若い経営者が個性
的なお店を開くという特徴が現れています。こうした小さいテナント
をいい方向に生かして、個性的な店舗が集積することによってイース
トの個性化を図っていきます。今後建築される建物についても、大き
な面積であっても小さな区画により若い経営者によるアートや趣味に
関係する小規模な店舗立地を促します。

●通りに名前を付ける
・地区内の主な通りに、親しみやすい名前を付けて愛着がもてるように
します。

協調して建てる例

低層階を店舗にしてにぎわいの空
間をつくる

大きなテナントスペースを近隣に
あわせて小さく区画する例
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街路整備イメージ
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参考：海外のストリート整備事業の例 

 

欧米ではMain Street Improvement事業と言う。 
高規格の道路整備にあわせて両側の建物の街並み形成を行う。 

 
■ Reston Town Center, Reston, Virginia 

（Canopyに特徴） 

■ Reston Town Center, Reston, Virginia 

（Canopyに特徴） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

■  Highland Park Village, Dallas, Texas 

（古いまち並みを活かした通り） 

■ Amsterdamの狭い買い物どおり 

（イーストのよう） 
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■ Haile Village Center, Gainesville, Florida 

（軒下をカバー） 

■ Haile Village Center, Gainesville, Florida 

（軒下をセットバック） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ Princeton Forrestal Village, New Jersey 

（緑と高規格歩道） 

■ Market Street, Gaithersburg, Maryland

（サインボードを揃えたり楽しくするのが 
ストリート事業のひとつの手。補助金や

BIDsを活用する。） 
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第３部：まちづくりの進め方

－ 報告書は地権者、NPO団体、一般市民、当会の議論の成果 －
●「市民まちづくり会議・むさしの」は、これまで会員や地権者の方々
や東部街づくり協議会、コミセンや環境浄化運動に携わってきた
方々、市長、市議会議員、市職員の方々、NPO団体の方々、ご関心を
お持ちの市民の方々から、イースト吉祥寺の現状認識と今後について
幅広いご意見を聴取し、中間報告をまとめ、そしてこの最終報告に向
けた議論を積み重ねてきました。

－ ここから始まるイースト吉祥寺の再生（部会の発足）－
●しかし、この最終報告は終わりではなく、実はイースト吉祥寺再生の
始まり　となります。当会の総会において、平成16 年度の活動計画
として、「イースト吉祥寺再生部会（仮称）」を「市民まちづくり会議・
むさしの」に立ち上げることが承認されました。この部会を通じて、
引き続き地権者・住民を中心に、一層の議論を経て具体的なまちづく
りに着手することとしました。この部会には多くの市民や市民団体、
これまで参加してくれたNPO団体の他に、ご関心のある様々な団体を
お招きしたいと思います。多くの方が参加していただけるものと確信
しています。

－ イースト・パートナーシップ（仮称）の立ち上げを目指して －
●議員や市職員の方々も参加してくれるかもしれません。コミセン、商
店街、PTAや市、消防団、警察、教育委員会など様々な方々が参加し、
イースト吉祥寺再生のために、真の意味での大きなパートナーシップ
が誕生することが我々の望みであり、そのように導くのが会議と部会
の役割だと考えています。地権者を含むイースト・パートナーシップ
（仮称）は緩やかで自主性に満ちた協約そのものとなります。どこま
で幅広いものになるかはわかりませんが、このパートナーシップをつ
くり上げることが、イースト吉祥寺再生に向けた第一歩となります。

－ これまでにない取り組みへのチャレンジ －
●地権者だけではない、いろいろな経験をお持ちの市民の方々が、自ら
が住む街をより良くしようという動機から、ここまで取り組んできた
こと自体、日本では極めて少ない事例かと思います。地権者の方々は
利益を追求するだけではなく、市民への協力を通じて共に事業の価値
を高めることができ、ユニークな再生事業を探求することができま
す。地権者の方々はいろいろなリソースと多くの経験に支えられて事
業を推進できるメリットがあります。イースト・パートナーシップ
は、このような相互の理解をもとに、持続性と魅力に富んだ美しくま
た懐かしいイーストを実現するために、これまでに例のない取り組み
にチャレンジします。

●こうした取り組みが、夢ではないことを参考までに示しておきましょ



41

イースト吉祥寺プロジェクトまちづくり提案2004　市民まちづくり会議・むさしの

う。下にあるのは、英国のマンチェスター市のウィセンショウィ郡
で、駅前の古い準公共施設を再生する事業を実施するにあたり、計画
どおりに事業を達成することを、行政、ボランティア団体、コミュニ
ティ組織、民間企業などから構成されるパートナーシップが合意した
ものです（署名部分のみ）。これは英国政府や欧州地域開発基金など
からの補助金による事業ですが、補助金を獲得する条件として、こう
したパートナーシップを組成することが義務づけられています。政府
や国際機関は、当事者以外にも幅広い方々が参加したパートナーシッ
プを構築させることが、当該コミュニティにおいて、再生事業をいろ
いろな観点から成功させる重要な要件であることを強く認識している
わけです。日本では普通ではないことが、まちづくりの先進国では当
たり前のことなのです。

 

市役所 市内企業会 郡ﾃﾅﾝﾄ協会 

市空港 市健康衛生局 市南部一次診療基金 

民間ﾈｯﾄﾜｰｸ企業 ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ支援ｸﾞﾙｰﾌﾟ

ｺﾐｭﾆﾃｨﾋﾞｼﾞﾈｽ支援 
南ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ大学 
病院 NHS 基金 英国ケロッグ 

望みと機会の入口基金 郡教育計画実施ｿﾞｰﾝ 

ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ市大 
民間空港運営会社 

(元は公民 J/V) 郡統一教会組織 

郡内雇用者ﾈｯﾄﾜｰｸ 市内船舶運河連合 雇用ｻｰﾋﾞｽ組織 

民間資産運用会社 大ﾏﾝﾁｪｽﾀｰ圏警察 北西部芸術評議会 

英国マンチェスター市ウィセンショウィ・パートナーシップ（署名部分）
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－ 何もしなければどうなりますか －
●イースト吉祥寺の再生のために、これまでの議論を確かめるように、
再びお互いに問いかけることになります。

　　これから何もしなければこのまちはどうなりますか？
　まちづくりの参加者全員が、何もしなかった場合のイーストの将来を
描きます。加えて、自らが理想とするまちの姿を地図の上や紙の上に
描いてもらいます。どうすれば、あるいは何もしないことによって、
そうした街並みができるのかを問いかけます。

－地権者の重い負担とやむなき土地利用の選択 －
●イーストのみならず、吉祥寺の現状をみると、固定資産税や相続税負
担が大きく、地権者の方々はやむを得ずに、景気が悪い時期において
も相当の賃料を負担できる風俗産業などに土地や建物を貸していると
言われています。そうしたことは実際にはしたくないし、自分の土地
をより意義深いことに使いたいが、現状では難しいというお話を聞き
ます。やや駅からは遠くになりますが、こうした負担に対応せざるを
得ず、土地を処分した結果、マンションなどが建設された事例もあり
ます。

－ 行政による道路拡幅を通じた試み －
●市では道路の拡幅を計画しており、一部の土地は市が買い上げ、当面
の策として自転車置き場などに利用しています。おそらくあと10 ～
15年も立てば、市の方では着実に土地を確保してくれるかもしれませ
ん。マンション業者が買って新しい姿のまちをつくるかもしれませ
ん。駅の近くでは、賃料負担力のあるピンク街が拡大するかもしれま
せん。

－ 持続できる美しいまち並みの実現に向けて －
●私たちは、今後、本当に何をすべきかをあらためて問いかけ、私たち
がとるべき方向を確かめたいと思います。

　子どもたちに対し、私たちはどのような街並みを残せるのでしょう
か。美しい街並みでも、経済的に成り立たなければ持続力を持ちませ
ん。持続性がなければ、再びピンク街への変貌してしまうかもしれま
せん。美しく魅力的であり、かつ持続できることが大きなテーマとな
ります。多くの知恵と分析、議論が必要です。こうしたプロセスを経
て、我々は行動に向けて、互いの確信と信頼を共有していくことにな
ります。

１１．まちの将来の問いかけ
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１２．一体的、しかし段階的で柔軟な再生

－ 大規模ではない適度な拠点施設づくり －
●今回の検討の参加者から「イースト吉祥寺はただの大規模開発なの
か？」「大規模開発を市民の手で行うのは極めて大変ではないか？」
といったご指摘がありました。しかし、シアターや住宅地などを含め
た全体の面積（吉祥寺大通りと五日市街道、中央線で描いた大三角
形）は六本木ヒルズと同じですが、そのような大規模開発とは異なる
し、拠点施設の部分はこれらの４分の1以下の面積です。この点から
だけをみても、昨今の大規模開発とは異なります。ただし、厳しい都
市間競合から衰退が懸念されてはいるものの、さすがに吉祥寺の駅前
という立地には大きなポテンシャルがあり、この拠点施設を最大限に
活用しなければ、持続可能なイーストの再生は難しいのではないかと
みています。

－ 実現への段階的なステップ －
●次は実現へのステップづくりです。イースト・パートナーシップが目
指すまちづくりは、単なる大規模開発ではありません。協約の先に
は、様々な制度を駆使した一体的な土地利用計画が生まれるでしょ
う。実際の事業化は段階的に行います。

●構想に示したような「拠点施設づくり」は、手続きにおいても段階的
な手順を踏むことになるでしょう。すべての施設を一括して整備する
ことは難しいと考えています。再生における様々なリスクに対するオ
プションを設け、段階的に事業を推進していくことになるでしょう。

－ 「はざかい」における「協調型のまちづくり」の実現 －
●こうした動きと同時に、イーストの拠点施設と住宅地との「はざか
い」では、建築協定やまちづくり協定などによる「協調型のまちづく
り」を実現したいと思います。市が行う道路拡幅に伴い、地権者が自
発的に参加し、高規格かつ緑豊かなで統一感と美しい景観を生み出す
ストリート再生事業の仕組みを組み込みます。

－ 有機的で柔軟なまちづくり －
●つまり、大規模開発と言われる六本木ヒルズと総面積は近似していて
も、イーストでは異なる再生のステップを踏みます。これは既存の住
宅やマンション、歴史をもった飲食店街やカルチャーが地区一帯に存
在するからです。拠点施設およびシアターに、これらを有機的につな
げたり切り離したりできるようにするために、ハードとソフトを連携
させながら、柔軟で段階を経た再生の手順をとるわけです。
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－ イースト・パートナーシップによる統括的運営 －
●以上から、様々な統括的な地区経営の手段を、イースト・パートナー
シップを通じて実践します。こうして、駅前の拠点施設と住宅地の間
にしゃれた店舗や飲食店、音楽や芸術、様々なカルチャーを提供する
店舗が並ぶストリートがよみがえり、また新たに生まれます。大規模
開発ではなくても、コミュニティや訪ねる市民にとって、かけがえの
ない場所が提供されることを期待します。

－ 様々なキーワードの導入によるチャレンジ －
●これまでの様々な議論の仮定で得られたキーワードは以下のとおりで
す。イースト吉祥寺部会はこれらを継承し、イースト吉祥寺の再生に
これらのキーワードを取り込みます。取り込むためには、さらなる議
論が必要ですが、例えばユニバーサル・デザインについては、当会議
の部会が協力できるし、アートやパフォーマンスの観点は、NPO の
方々が協力してくれると思います。保育や介護についても安全や防災
についても、その他のNPOや「東部福祉の会」(地域福祉活動推進協議
会）、消防、警察のご協力を得られることを期待します。これらを総
合すると、さらに本町、吉祥寺東(九浦の家）、南町、けやき、本宿な
どのコミセンのご協力は重要な鍵となるでしょう。

●このように、実はこうした連携自体が、パートナーシップをなくして
は成立しません。これらがまさにイースト・パートナーシップの重要
な意義であり、イースト吉祥寺再生が単なる（大規模）開発事業では
ない、チャレンジングな取り組みであることを示しているのです。

＜連携のキーワード＞
○ユニバーサル・デザイン
○ミクスチュア・オブ・アート、パフォーマンス、シアター
○地区一体的な経営管理システム
○産業・文化のインキュベーションと魅力ある店舗の育成
○広場、空中回廊、市場
○安全と防災確保、サインボード
○歩きやすく安全な歩道と街灯、豊かな緑
○保育､介護､生涯教育､健康増進などの公共施設・準公共施設
○持続的運営・まちづくり基金
○土地の所有と利用の区分（定期借地など）
○再生事業資金確保の仕組み（証券化やノンリコースローンなど）

１３．多様な視点を連携し、まちの実現へ
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おわりに

平成１０年から平成１２年にかけて都市マスタープラン策定に関った市民有志が市役所と協働
して立ち上げた当会が、その後２年間の勉強や議論の期間を経て平成１５年度の目標テーマとし
て掲げたのが「まちづくりの実践」でした。
　
市内の地域を限定して「まちづくり」をしたいと思う純粋な気持ちを持って、吉祥寺シアター

建設でまちが動き出すイーストに焦点を合わせました。最初の目標は無謀にも？まちづくりを目
に見えるかたちにしてパースか模型で表現しようと言うものでした。ところが会合を重ねるにつ
れ、今まで長く関って来られた関係団体の方や地権者の熱い思いに触れ、利害関係の無い当会が
簡単に足を踏み入れる事で反って混乱を招くのではないか、と言う危惧で足踏みもしました。し
かしながら、多くの地権者の方から当会のような利害関係の無いグループだからこそ、純粋にこ
このあるべき姿を出していただきたいと言う強い要望により報告書とする事ができました。

「中間まとめ」を公開した時点で新たに２００近い忠告や意見をいただき、これらをまとめる事
は不可能に近いのではと言う不安もありました。幸いにも当会には専門家が多く在籍し議論を重
ねながら絡みそうになった糸を伸ばしていただきました。全くのボランティアでどこまでまとめ
上げる事が可能かという不安は、関っていただいた会員や参加者の意識の高さによって解消され
てゆきました。それはこの報告書を一読していただけばお分かりの事と思います。

中国の諺に「百里を行く者は九十を半ばとす」と言う教えがあります。この報告書を持ってま
ちづくりが出来たとは誰も思わないでしょう。報告書の中で英国の再生事業のパートナーシップ
で２３団体もの合意署名の事例があります。関係者の合意形成システムについてまだまだ日本は
まちづくり先進国に学ばなくてはなりません。僅か一年間の活動によるこの報告書はこれから百
里を進む第一歩となり当事者間の合意形成の道筋になれば幸いです。

市役所の担当部署の方々には、時に我々の無理なお願いを聞いていただき、適切なアドヴァイ
スをしていただきました。開発公社や東部街づくり協議会の方々には長い歴史を持つこの地区の
活動について丁寧に教えていただきましたし、特に地権者の皆様にあってはこの地区を何とかし
たいと言う切なる思いを語っていただきました。また、河田さんは引き続き当会のイースト部会
長として実現に向けての活動を行っていただける事となりました。NPO のまちづくり観光機構や
Kiss の皆様は積極的に会合に参加し貴重な意見をいただきました。清本代表をはじめ役員は関係
者との折衝や資料収集、会の運営や広報活動を地道に続けていただきましたし、都市マス策定委
員であった私を含めた３人の副代表はそれぞれの得意分野での意見を集約しこの報告書の骨格を
提供出来たのではないかと思っております。最後に毎回収拾できそうに無い議論を寝る間を惜し
んでまとめ上げた事務局長の塩沢さんに感謝の念を禁じえません。

イースト吉祥寺プロジェクト・リーダー
市民まちづくり会議・むさしの

副代表　山田　朗
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参考資料

吉祥寺まちづくりの歴史（江戸から平成まで）
年 時代背景 吉祥寺のまちづくり イースト地区環境浄化運動 

１６５４（承応3年） ●玉川上水完成   
１６５８（万治元年） ●江戸大火（水道橋の吉祥

寺類焼） 
  

１６６４（寛文4年）  ●吉祥寺村、西窪村検地  
１６７１（寛文10年） ●関前村、境村開発   
１６９６（元禄8年） ●千川上水完成   
１８６５（慶応元年） ●大政奉還   
１８８９（明治22年） ●甲武鉄道開通（新橋～立

川間） 
●境停留場設置 

  

１８８９（明治22年） ●吉祥寺、西窪、関前、境
の４村と井口新田で武蔵
野村形成、人口3千人 

  

１８９９（明治32年）  ●吉祥寺停車場開設  
１９１７（大正6年）  ●井の頭恩賜公園開園  
１９２３（大正12年） ●関東大震災   
１９２４（大13年）  ●成蹊学園が池袋から移転  
１９２８（昭和3年） ●町制施行人口１万３千人   
１９３０（昭和5年） ●三鷹駅開設（南口のみ）   
１９３４（昭和9年）  ●京王帝都電鉄吉祥寺まで開

通 
 

１９３８（昭和13年） ●中島飛行機（株）武蔵野
製作所開設 

  

１９４１（昭和16年） ●三鷹駅北口開設   
１９４５（昭和20年） ●敗戦 人口４７，０４２

人 
●吉祥寺駅前にマーケット出
現、 

 

１９４７（昭和22年） ●武蔵野市 成立  
●初代市長 荒井源吉氏 

  

１９５４（昭和29年） ●中央線の複々線高架化事
業の進展 

●都が吉祥寺駅周辺改造計画
（駅前広場を含む）を提示 
―地元商店街反発し反対同盟
結成、議場占拠 

●市議会に「駅前広場都市計
画特別委員会」設置 

 

１９６０（昭和35年）  
 

●東京女子体育短期大学跡地
（通称音体跡地）借地権を市 
が３億円で買収 

 

１９６１（昭和36年） ●中央線中野～荻窪間高架
化着工 

  

１９６２（昭和37年） ●荻窪～三鷹間高架化計画
発表 

●吉祥寺駅周辺改造計画提示
（高山案） 
―地元商店街反発し、市の説
明会は野次と怒号で流会 

 

１９６３（昭和38年） 
 

●後藤喜八郎氏 市長就任   
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年 時代背景 吉祥寺のまちづくり イースト地区環境浄化運動 

１９６４（昭和39年）  ●都が都道と駅前広場の整備
案を提示し、市に一ヶ月以
内の回答を迫る 
●市、市議会、地元で「吉祥
寺駅周辺都市計画協議会」
設置 
―地元が補償・代替地問題
に条件を付し市議会に一任 
―市議会が高架下駅ビル計
画と共に受け容れを決める 

 

１９６５（昭和40年） ●吉祥寺駅構内工事着工 ●市、「吉祥寺駅周辺再開発
手法」発表（６月案） 
―市は説明会を開くが、開
発方式等の不満解消せず、
案の変更へ 

 

１９６６（昭和41年）  ●市、「吉祥寺駅周辺都市計
画事業計画」発表（修正６
月案） 
―６月案を大幅に縮小し、
都道及び２本の市道、音体
跡地に建設する再開発ビル
に限定 
―３度の市議会全員協議会
を経て了承。再開発事業が
始動 

 

１９６８（昭和43年） ●武蔵野市開発公社設立 ●音体跡地再開発計画による
「伊勢丹出店について」覚
書交換 

 

１９６９（昭和44年） ●荻窪～三鷹間複々線高架
化工事完成 

●吉祥寺ステーションセン
ター（ロンロン）開店 

 

１９７１（昭和46年） ●宅地開発指導要綱制定 
●「武蔵野市基本構想」策
定 

●吉祥寺大通り（五日市街道
～末広通り）開通 
●開発公社ビルＢ棟に伊勢丹
吉祥寺店開店 
●サンロードアーケード街完
成 

 

１９７２（昭和47年） ●三鷹市がゴミの合同処理
の打ち切りを通告 
●マンション公害追放武蔵
野市民連合結成大会 

●開発公社ビルＡ棟にＦ＆Ｆ
ショッピングセンター開店 
●Ｂ道路完成 

 

１９７３（昭和48年） ●米軍、グリーンパークを
日本に返還 

●元町通り開通（幅員８ｍ） 
●近鉄百貨店開店 

 

１９７４（昭和49年） ●大蔵省から管理委託され
たグリーンパークＣ地区
を市民に開放 

●東急百貨店開店 
●本町新道開通（幅員１６
ｍ） 

●ピンクキャバレー街出現 

１９７５（昭和50年） マンション建設をめぐって
訴訟となる（東町１丁目第
２ユニアス） 

 ●バー、キャバレー３０店を越
す。●環境破壊から立ち上がる市
民大    会 
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１９７６（昭和51年） ●境南町コミュニティセン
ター開設 

 ●ピンクキャバレー4０店を越す 
●ストリップ劇場進出の計画判明 
●地元住民と本宿小ＰＴＡスト
リップ劇場反対の請願、採択 
●環境浄化推進委員会結成 
●市議会環境浄化特別委員会設置 
●市、環境浄化対策本部設置 

１９７７（昭和52年） ●武蔵境駅周辺再開発計画
案発表 

●井の頭線ガードの完成によ
り吉祥寺大通りが全線開通
（幅員２２ｍ） 

●ピンクバー従業者による覚せい
剤事犯多発 
●市環境浄化対策本部法令研究部
会の中間報告書発表 
●警察による風俗営業一斉取締り 
●公共施設設置に関する請願 
●近鉄裏に防犯カメラ設置の陳情 

１９７８（昭和53年） ●マンション建設問題で後
藤市長が告訴される 
●東町コミセン（九浦の
家）開設 

●吉祥寺シネマビル開館 
●南口に丸井吉祥寺店開店 

●吉祥寺大通り西側地区にディス
コ、ゲームセンター、ホストク
ラブ、個室喫茶などが進出 
●ラブホテル建設反対運動 
違法な客引き監視のため防犯用
カメラの設置 
●ピンク街 夜の見学会 
●少年を守る環境浄化推進協議会
が浄化運動開始 

１９７９（昭和54年） ●本町コミセン開業   
１９８０（昭和55年） ●障害者福祉センター開業 

●新市庁舎完成 
●パルコ開店 
●吉祥寺パーキングプラザ開 
業 

●ビニ本屋、ポルノショップ、
ファッション喫茶、等の出現 
●環境浄化市民委員会、場外馬券
売り場反対を農水省、中央競馬
会に申し入れ 

１９８１（昭和56年） ●市都市計画審議会、市営
総合グラウンド内にク
リーンセンター建設計画
了承 

●月窓寺で４０年ぶりに門前 
市 

●市議会特別委員会と市民委員会
の懇談 

１９８２（昭和57年） ●市議会、外環道路計画白
紙撤回に関する決議を可
決 
●西部図書館開館 
 

 ●近鉄裏でのビジネスホテル建設
計画に対し、ラブホテル営業を
懸念した三中ＰＴＡなどがビジ
ネスホテル建設に関する請願を
提出 
●業者、健全営業の誓約書を市長
に提出 
●「風俗産業公害に関する条例」
の制定を求める直接請求を提出
したが、否決される 

１９８３（昭和58年） ●土屋正忠氏 市長に就任 
●吉祥寺南町コミセン開館 

 ●「武蔵野市環境浄化に関する条
例」及び「武蔵野市旅館・レン
タルルーム規制条例」の施行 
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年 時代背景 吉祥寺のまちづくり イースト地区環境浄化運動 

１９８４（昭和59年） ●芸能劇場完成 
●廃棄物広域処分場（日の
出町）使用開始 

 ●近鉄裏の３．７ｈａを環境浄化
特別推進地区に指定 
●日本弁護士連合会に生活環境権
保護の制度化について調査委託 
●環境浄化特別推進地区まちづく
り計画決定 
●推進地区内のインターロッキン
グブロック化工事開始 

１９８５（昭和60年）  ●吉祥寺駅周辺都市計画事業
に土地収用法適用 

 

１９８６（昭和61年） ●玉川上水に清流復活  ●東部図書館用地決定 
●日弁連の報告書完成 

１９８７（昭和62年） ●保健センター開設 
●北町高齢者センター開設 

●吉祥寺駅北口広場完成 ●東部図書館（吉祥寺図書館）開
館 

１９９２（平成4年）   ●インターロッキングブロック工
事完成 
●防犯用テレビカメラのカラー化 

１９９４（平成6年） ●ＪＲ中央線三鷹～立川間
連続立体交差事業都市計
画決定 

  

１９９５（平成7年） ●ムーバス運行開始  ●吉祥寺活性化協議会、吉祥寺周
辺の浄化作戦開始 

１９９６（平成8年） ●吉祥寺南町に「ゆとり
え」開設 
●境北口に再開発ビル「ス
イング」開業 

 ●住宅地に大量（１０万枚）のピ
ンクチラシが撒かれる 
●青少協、警察とも協力してピン
クチラシ追放運動（ピンクチラ
シお断りのステッカー作戦） 

１９９７（平成9年） ●市政施行５０周年  ●「テレクラ条例」施行 
●吉祥寺周辺の客引き一斉取締り 

２０００（平成12年） ●テンミリオンハウス２、
３、４号館開設 
●在宅心身障害者（児）の
ショートステイ施設「和
みの家」開設 

 ●環境浄化推進特別地区内に駐輪
場新設 
●防犯カメラ１台追加 

２００１（平成13年）  ●新武蔵野商工会館開業 
●アンテナショップ「麦わら
帽子」開店 

●吉祥寺東部地区文化施設基本構
想検討委員会設置 

２００２（平成14年）  ●ＦＦビル７階に「武蔵野市
立吉祥寺美術館」開館 

●現代劇やダンスなどの舞台芸術
を中心にしたシアターの建設決
定 
●ホワイトイーグル（市内安全パ
トロール）・ブルーキャップ
（不快な付きまとい勧誘の防
止）が活動開始 

２００３（平成15年）  ●吉祥寺まちづくり事務所開
設 

 

２００４（平成16年）   ●吉祥寺シアター着工 
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イースト吉祥寺物語
環境浄化と取り組んだ市民の活動あれやこれや
　　　　　　　　　　　　　環境浄化推進市民委員会事務局　原とし子

（連載第1回：会報「まちづくり」N0.12掲載）
書き出そうとして、改めて風景の変化に意外に早く馴染み、記憶が風化しているのに驚く。吉

祥寺大通りが出来、近鉄百貨店が開店し、問もなく「近鉄裏」と括弧付きで呼ぱれる風俗街が忽
然と出現して、地域だけでなくPTA や青少年間題協議会を巻き込んだ環境浄化の一大市民運動が
起こる。このイースト吉祥寺物語というタイトルが、私自身のこの地域の再開発前の記憶を呼び
覚ました。
■近鉄裏を巡る環境浄化の運動は昭和49年から始まるが、近鉄前の大通りの工事も、近鉄百貨

店の建設もそれより前に始まっており、更にさかのぼって、道路用地の買収が有り、買収が終わっ
たその各々は、工事が始まるまで様々な使われかたをしていた。
私の記憶の中の吉祥寺駅東地区は「ブルーリボン」というプレハブのスーパーである。夕方か

らはその周辺にリヤカーを利用した屋台の飲み屋が何軒も並んだ。その一帯の東の小路を入ると、
武蔵野美大の学生が使う画材屋と、典型的な昔のテーラーがあり、並んで、下町で見かけるよう
な金魚の泳ぐセメントの天水桶と縁台を置いたしもた屋があった。
大柄なおじいさんが、夏は団扇片手に夕涼みしながら通行人を眺めていた。これが、「あの人は

立派な親分だった」と言われる二引組の親分だった。当時の私はまだそれを知らない。ある日、買
い物帰りにこの小路に入り、黒服の軍団の行列とぶつかった。恐くてかえって引き返しもならず
頭を下げて通り抜けたが、親分の葬儀だった。何年のことだろうか。次回までに地元の方に聞い
て確かめたい。
もう一つ東の小路には檸檬という文化人が集まる喫茶店があり、また何軒かの有名なバーがあっ

た。そのほかは大邸宅も貸家やアパートもある典型的な駅近い住宅地で、初夏には垣根にバラが
咲いていた。

（連載第２回：会報「まちづくり」N0.13掲載）
今回の原稿も環境浄化推進市民委員会結成前のことで、当時の運動を支えた本宿小PTAの OG か

ら聞いたが、曖昧になってしまった部分も多く、「こんな事ではなかったかしら」と言うことなの
で、ご存じの方は訂正、補強してください。
■吉祥寺駅の東側は、再開発以前の昭和40 年頃に既にキャバレーが複数あり飲屋街があった。

萬湯の向かいあたりに黒塀を巡らした連れ込み旅館「一休」もあった。住民も改めて問題にしな
かった。ところ吉祥寺大通りが抜ける49年前後に一気にキャバレーが増え、いわゆる女性が侍る
暗い灯の店が目立つようになった。住宅地だったのでサラリーマン世帯が多く学童も多い。今の
ベルロードは、昔も通勤通学や買い物の地域のメインロードだったが、ここにピンク営業の店が
できた。母親の一人が「子どもの教育上も困る。何とかならないか」と父母会で訴えたが、同じ
PTA 仲間の貸店舗であったりして、動きにならなかったという。学校の先生方の反応も鈍いもの
だったらしい。ピンクサロンは極短期間に急増し、ある日五日市街道の蕎麦屋辺から線路の方を
見込んだら道の左右にぎんぎんに電飾が回っていて仰天した記憶がある。
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■昭和51年２月、１丁目23にストリップ劇場が進出するのだという。ストリップ劇場となれば
反対するのは子どもの生活環境を守るためにも当然のこと、ここを校区とする本宿小PTA と地元
町会がまず外部に応援を求めて（ご近所は恐いのと近所つきあいを壊せないため前面に立てない）
立ち上がり、青少協本宿地区委員会に応援を求め、三中の校外部、三小のPTA、青少協第三地区委
員会、更には武蔵野市内の全地区青少年問題協議会が参加する大きな運動に発展した。
■しかし、初めは学校長の反応がもう一つで（当時の PTA は学校側が反対したら多分運動は組

めなかったと思う）、実態を認識してもらうため、前にサロンのことを訴えた母親がストリップ劇
場予定地に校長を案内する。この時、本宿小校外第６地区であるこの地域を回って、校長は深刻
な事態を初めて受け止め、親たちがPTA としてが劇場進出阻止運動を行うことを黙認してくれた。
妙な言い方かも知れないが、ストリップ劇場が来なかったら環境浄化運動はスタートを切れなかっ
たかも知れない。ちょっと外側では、日劇のミュージックホールに反対することないと言う程度
の認識だった。「ストリップ劇場」の実態を知らなかったのである。　運動は広がり、５月には諸
団体が一致して全市に向けて署名活動を行い、議会に対策を行う特別委員会設置の請願を行った。
６月、市議会は環境浄化対策特別委員会を設置する。この時議員の中で積極的に関心を寄せ運動
に加わったのが、当時市民クラブ所属の土屋正忠氏と、共産党の八木茂一氏だった。

（連載第３回：会報「まちづくり」N0.14掲載）
■前回紹介したストリップ劇場反対運動の発端だが、地域住民で本宿小のPTA 会員だったＫさ

んの話を聞くと、付近住民の「勘」としか言いようがない。ここは連れ込み宿の一休旅館を取り
壊した跡地である。何が出来るか近隣住民ははらはらしながら注目していた。２月初め頃、普通
とは違う店→劇場風→もしかしてストリップ劇場→ストリップ劇場が出来るらしい、というささ
やきが広がった。あさひ病院のある場所は以前材木屋だったが、商売柄いろいろな請け負い業者
からの情報が入るので、住民は入れ替わり立ち替わりこの材木屋で情報交換し、確信を深めたと
いう。
■２月12日のこと、三中PTA会合の席上「教頭の所にストリップ劇場が出来る旨の匿名電話が

あった」という話が出て、これ以上の環境悪化はもってのほかと実情調査をすることになった。こ
の匿名電話の話は本宿小PTA にも伝わり、こちらはすぐ具体的な運動に踏み切り、地元町会であ
る「東和会」（弁天通り中心）が同時に反対運動に立ちあがった。２月27 日には営業の許認可権
者である保健所長と市長宛に,本宿小PTAと青少協地区委員会が「ストリップ劇場反対」の陳情を
行った。以後三月中旬まで、東和会、青少協三中ブロック会議長、青少協地区委員長会議、婦人
団体連絡協議会などが、相次いで請願陳情し、新聞が連日書き立てたので、一気にこれが社会問
題化した。
この問の経緯は、今はほとんど残っていない冊子、昭和52年２月発行の武蔵野市青少年問題協

議会事務局編集、教育委員会社会教育課発行「環境浄化対策推進資料－昭和 51年武蔵野市におけ
る環境浄化運動のあらまし」に詳しく記録されているが、行政としても、初めて市民の反対運動
の中での風俗営業の許認可に直面したわけである。
■市民の要望を受けて営業許認可申請を受理せず、極力住民との話し合いを提案し業者と関係

団体の話し合いの仲介の労をとった保健所だが、３月３日から18日まで３回の話し合いが進展せ
ず、いらだった業者から、行政の不作為による損害賠償請求を言い出されるに至っていた。一方
３月24日には市議会定例会で満場一致で「ストリップ劇場反対」の請願が採択された。市長は市
としても全力で取り組む意思を表明し、29日に業者の話し合いを持ち、30日には青少年問題協議
会も正式に反対を決意して対策小委員会を設置した。３月30日、保健所の仲介による業者と関係
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住民団体との最後の話し合いがもたれたが、主張は平行線をたどり（業者曰く、ストリップはや
らない、暴力団と関係しない、近所に迷惑をかけない。住民はエプロンステージの存在を大いに
危惧）、翌1 日保健所はついに営業許可申請書を正式に受理した。　　

（連載第４回：会報「まちづくり」N0.16掲載）
前回に続きストリップ劇場の顛末です。
■業者は「実験劇場」という名目でストリップを上演しようとし、３回の話し合いの間にも内

容は１１PM（イレブンPM）なみ等として、住民の不信を掻き立てたわけだが、住民側は反対運動
の結束を強め、反対のアピールをし、新聞も書き立てた。
３月末、保健所の仲介による業者と関係住民団体の最後の話し合いも主張は平行線をたどる。業

者はストリップについては興業場法、消防法、建築基準法などをクリアすれば公法上の規制はな
く、認可しないのは行政上の不作為として対抗措置をとる意向を示したため、交渉の翌日保健所
は申請書を正式に受理した。その後の市長との話し合いでも業者は４千万の補償要求をしている。
こうなると、その後は住民側の運動の力がどこまであるか（知恵と集結力と）にかかってくる。
■この事態に住民側は「絶対反対か条件つき反対か」の間で揺れた。当時の実川都議は営業の

自由があるから無理と言い、市議池田勝代氏は絶対反対を主張する。絶対反対派は絶対反対しな
ければつけ込まれて一画が崩れ、なし崩しになると言い、条件派は、法的に規制できず阻止した
営業の損害保証も出来ない。許可が出た時相手が硬化して過激にやられたら困るから、事前に厳
しい条件を約束させ将来も監視しようというものだった。こんな中、業者は４月20日、ストリッ
プはやらない、台本は事前に住民団体に提出するなどの内容の念書を市長宛に提出した。
これが大きな意味を持った。実験劇場は出来ることになったので、改めて住民は反対の意思表

示のための大運動を繰り広げつつ、頭をひねる。「公法で駄目なら私法でつぶそう」。
この先頭に立ったのが、当時市職員から市議に転じて２年目の土屋市議（現市長）だったと思

う。
相手は市民にストリップではない。１１PM程度という。住民が連れてきたPTAの森田弁護士と

編み出したのが、先の念書を住民との協定として締結させ、公正証書化することである。公証人
の前で話し合い、約束は本気ですか。公序良俗に反しなければ可能ですと言うと、業者は乗って
きて、事前に台本を見せるという。過怠金一回につき50 万も決めた。
■小劇場は６月に許可がおり、翌日営業を開始した。協定通り１回の公演ごとに脚本を提示は

大変である。外では住民が反対のビラは貼る、パトロールはする、人目は集まる。これでは客が
寄りつかず、７月営業不振となり10月廃業した。しかし設備投資回収のためすぐ飲食店の許可を
とり、レストランシアターとして再出発したが、間もなく突き出しの円形ステージを新設して事
実上ストリップの過激なショウを展開、公然わいせつ罪で計７名が検挙される口実を作った。こ
の警察の手入れの時、土屋市議が客として囮となった。
レストランについての情報は、勿論住民、市民による様々な観察、偵察によった。

（連載第５回：会報「まちづくり」N0.17掲載）
■前回のストリップ劇場阻止によってピンク（業界で本番サロン）の全盛時代が続き、住民が

被害を受けることとなります。TV の深夜番組で話題になった新種の過激風俗が３日後には近鉄裏
に登場すると言われました。多くの市民はこうした地域に足を踏み入れるのを避けており、地域
住民の苦痛は解って貰いにくいものでした。市議会、都議会、警察、公安委員会に働きかけて不
法行為の取り締まりや、営業認可条件を厳しくするよう申し入れる一方で、他学区のPTA や青少
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協に実情を知って貰おうと見学会などを繰り返し行っています。風俗開業には近隣の医院の同意
を要したため、家主が市民委員会との協定守れば良心的なバーには店舗を貸せる念書による自主
協定なども工夫しています。客引き呼び込みの騒音、つきまとい、嬌声、道や住宅玄関前の吐瀉
物、排泄物、ネオンの点滅のあまりの酷さに警察も動き、ピンクゾーン監視のモニターTVが 78年
４月から稼働し交番でモニタリングしました。マスコミで報道されると、PTAや学校の先生、社会
教育委員も見学し、改めて酷さが確認されました。
■ピンク街問題から拡大して、ピンク雑誌自動販売機撤去、インベーダーゲーム、レンタルルー

ムと新たな問題と取り組む中、ピンク蔓延阻止の目的も込め79年６月本町コミュニティセンター
が開館しました。市民は環境悪化防止の法的な依り拠を求め「武蔵野市の美観を守り環境浄化に
関する請願」を同年９月行い、翌年議会は満場一致で採択したもののこれが容易に形になりませ
ん。11月にはエコービルに場外馬券売り場進出でまた大反対運動を組み、その間にも百貨店出入
り口前のダッチワイフを外に向けて飾る大人の玩具屋、複数のビニ本屋、ノーパン喫茶１２店舗
も出来、それに続いて81年秋から82年にかけ、ビジネスホテルと称して乗り込んできた３箇所の
ラブホテル業者と交渉の明け暮れに、物凄いエネルギーを費やす事になります。

（連載第６回（最終回）：会報「まちづくり」N0.18掲載）
■ピンクサロンは、厳しく繰り返される警察の指導で82年中にその殆どが三菱信託銀行北側か

ら万湯の東一帯だけに集約され、新奇なファッション系風俗営業は急激に衰えて閉店があいつぎ
ました。歌舞伎町や関西、名古屋などの新趣向店は噂に踵を接して近鉄裏に登場しましたが、資
本投下も独自の工夫もない亜流で過激な割に凋落が早いのが吉祥寺でした。
■市民が一定の運動の果実に束の間ホッとした82年 2月、予想外の区画にラブホテル建設計画

が持ち上がりました。環境浄化推進市民委員会は78、79年、情報不足とラブホテル問題の核心が
つかめぬために強力な反対運動を組めず、２つのラブホテル建設を許してしまっています。その
結果、ラブホテルによる迷惑は不快感等という情緒的なものでなく、深夜の嬌声、言い争い、泣
き声など、近隣住民には耐え難い具体的なものであること、地域活性化には何も寄与せず確実に
売春の場になることが分かってきていました。２月中旬業者が近隣を挨拶回りしたため町会が協
議しましたが、業者からの２回目の説明後、当初の反対の気運が運動の具体的な進め方をめぐり
一致態勢が崩れてしまいました。市の日照権争議敗訴の後遺症、先の２ホテル建設後の経験から
負けた場合の近隣としての付き合い方の難しさ、嫌がらせ等に対する心配、あるいは、スナック．
バー等のカラオケの大騒音よりホテルの方が静かな分、ましと言う一部意見などです。
■町会は絶対に勝てる見込みがないならとビジネスホテル建設に同意しました。図面を見てラ

ブホテルとの疑念を払えなかった住民が、翌月「ラブホテルなら市民委員会が反対運動に乗り出
して」と駆け込んできたことから、三小・本宿小・三中PTA と環境浄化市民委員会が前面にたっ
て業者との交渉に当たる半年を超える大運動になりました。反対運動の大きな広がりは、更に別
の業者の進出打診もあったため、このままでは個別の被害以上に街の将来的なあり方に関わる、
「昼間は生気のない新大久保のようなホテル街にしてなるものか」－という広範囲の市民の思いの
結果です。
■行政は後方から強力にバックアップしてくれました。歌舞伎町他でラブホテルやDX劇場を経

営する業者と５ヶ月間、表面的にはあくまで紳士的に節度ある口調の話し合いでしたが（凄味の
ある）相手は建設の意思は堅く理論武装も十分で、住民側は交渉を通して倫理は反対の論拠とな
り得ないことを自覚して、「この地域では売春の場になるから困る」という点に絞り、運動体内の
足並みの乱れを必死に調整し、相手がビジネスと主張する以上ビジネスホテルの形体に徹するよ
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う要求し、営業もビジネスホテルに徹する協定を結ばせることで８月末決着しました（後に違反
の訴訟を起こそうとした時、素人の無知で４団体計８名が署名したため合意に至れず効果を発揮
できませんでした）。
■つまるところ、盾となる法的裏付けが生活環境保護には貧しいために妥協に追い込まれたわ

けで、当然市条例制定への要求が生まれ、条例を実現できない議会への失望から、９月の大アン
ケートに始まる12月議会を目指した風俗産業に関する条例制定を求める直接請求運動が始まりま
した。急遽各界市民の協力で条例案をつくり短期間に１万を越える署名集めをしました。
■この直接請求は否決され、市がこれに代わる環境条例を制定するというので期待しましたが、

この成立を待つ間に新たに３つのラブホテル建設計画があり、２年越しに4 ホテル業者との交渉
だけでも25回に及びました。更には今の吉祥寺図書館の土地売り情報をキャッチして市に買い上
げの請願運動をおこすなど、今では信じられないほどの連帯した運動を地域で絶え間なく繰り広
げていたわけです。後に成立した市条例も万能ではなく、街づくりによって問題風俗をくい止め
地域を再生しようという思いが、85年からの吉祥寺図書館設置要望の大運動につながり、結果的
に吉祥寺図書館が環境悪化に歯止めをかけ、ある種の好転換への希望の種となりました。　生活
環境問題では「関係住民」は近隣だけでない事が多くの方に認知されたと思います。市民委員会
にとっては、絶えず敏感なアンテナで情報をつかみ、業者間のつながりをつかめるだけの調査能
力も、専門知識を持つ人とのネットワークも必要だということを思い知る時間でした。また、法
律は尊重しますが、地方、地域独自のあり方も考慮されるべきとの思いは強くあります。地方分
権はここまで下りてくるべきではないでしょうか。
■通称近鉄裏の環境浄化運動は、事実地元での業者による嫌がらせや、恐い思いをすることも

あったので、一皮外の浄化委員会が表に立ちましたが、今後の街づくりには、住み土地やビルを
持つ地元の住民の、良い街にしていこうという「その気」と、街は住民だけでなく、その周辺、む
さしの市民にとっても良い場所であってほしいと思う外からの目や希望にも添うものであるべき
で、最終選択は住民がするわけですが、その過程で多様なアイデアに触れ、外の力を借りる場も
用意されてほしいと思います。
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イースト吉祥寺について、一地権者の立場から述べたいと思います。
このイースト吉祥寺は、住居、商店混在地域�環境悪化（風俗系）�環境浄化運動�不活性化

という変遷を辿ってきました。
そもそも環境を崩してしまった原因は何でありましょうか？　イーストの街に関わる住民、地

権者に「将来この街をどのようにしたいか？」という思いや合意形成が成されなかった。他方、行
政側は図書館、コミセン等を配置し、風俗店等のスプロール化を妨げ、囲い込みには一定の成果
は上げたけれども、その先の転換の将来像を提案し得なかった経緯があります。
イースト吉祥寺の街づくりの難しさは、文字どおりの「街づくり」というより、「まちなおし」

にあります。振られすぎた振り子を元にもどすにあたり、「甦り」すなわち「甦る街」「甦る人」「甦
る文化」を指向しなけばなりません。昼夜を違わず、子供、お年寄、家族などの生活者で賑わう
街であってほしいという願いは、イーストの人々にも強くあります。
「街は誰のものか？」　都心では、大企業や大手資本のものと言える場所が数多くありますが、
イースト吉祥寺は、紛れもなく生活者、市民のものであります。昨年から、市民まちづくり会議
のイースト吉祥寺プロジェクトで様々な、有益な議論がなされてきました。いかに商業業務施設
と生活者､市民を共生、融合させるか？が議論の背骨であったように思います。
人はいつか死を迎えますが、永遠とは言わないまでも街は残ります。
次世代に安全で快適な街を引き渡すのも私達の義務のひとつです。
このプロジェクトが起爆剤となり、さらにこの地域が甦り、発展することを祈ってやみません。

（会報「まちづくり」NO.18 に掲載）

特別寄稿：　甦れ イースト吉祥寺
　　　　　　　　　　　　　　　河田弘昭（吉祥寺本町）
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イースト吉祥寺のビジョンづくりに向けて
～ 8月23日タウン･ウォッチング報告

本年度の取り組み課題であるイースト吉祥寺のビジョンづくりに向けて、8月23 日の16:00 か
ら2時間に渡り、総勢27名の参加を得て同地区のタウン・ウォッチングを実施しました。ウォッ
チングには、当会のメンバーの他に、環境浄化運動に関わって来られた方々、近隣にお住まいの
方々、まちづくりに関心を持たれる NPO の方々、メディアの方などが幅広く参加されました。そ
の後、九浦の家で開かれた意見交換会と懇談会には、わがまちの将来を懸念されている地権者の
方々も加わり、既に地元において地域再生への計画づくりが着実に行われきたことを知りました。
今回、地権者の方々の積極的な参画を得たことが、イースト吉祥寺における地域再生のビジョン
づくりを進める大きな一歩になったと考えます。
ウォッチングでは、当時の近鉄裏の環境浄化運動に関わって来られた方々を代表し、イースト

地区原利子さんに、浄化運動の生々しい歴史について語っていただきました。参加者の方々は、こ
の地域における市民運動とまちの変化を体感されたことと思います。以下、その様子を簡単なタ
イトルと写真で報告します。

 ●タウン･ウォッチングのルート図、右は同航空写真 (市 HP より)

○イースト吉祥寺地区を南北 (中央線と五日市街道間) にジグザグに歩きながら徐々に東に進
み、劇場建設地からベルロードを西に三越裏まで戻りました。
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タウンウォッチングの様子

●浄化活動の象徴-図書館 　　　●静かなピンク街､夜は? 　　　　　●景観を乱すホテル

　●スラム化した土地   　　 　　●多い駐車場･駐輪場  　　 　　　　●高層マンション建設

　●しゃれた小店も!     　　　　●小劇場建設用地前　　　　　　　　●ベルロードの今後は？

●イースト吉祥寺の再生と持続的なまちづくりに向けて



58

E A S T
K i c h i j o j i
PROJECT
2003 -2004

2003年
5月 2日 吉祥寺まちづくり事務所で、まちづくりの重点テーマをヒアリング
5月12 日 まちづくり懇談会で市内の課題について、伊藤武蔵野市専門委員（都市整備担

当）を交えて意見交換。イースト地区も話題になる。
5月28 日 役員会で、平成15 年度活動としてイースト吉祥寺を取り上げることを議論
6月16 日 平成 15 年度第 1 回定例会で、イースト吉祥寺を活動テーマに決定
7月 3日 検討準備会を開催し、活動内容を決定
7月 4日 土屋市長表敬の際に、本プロジェクト開始を説明
7月28 日 第 2 回定例会で、イースト吉祥寺の歴史・現状・課題について意見交換
7月31 日 地区カルテ部会で「イースト吉祥寺タウンウォッチング」を企画
8月23 日 「イースト吉祥寺タウンウォッチング」を実施
9月 1日 検討会第1 回：過去の動き、課題などについて地元関係者と意見交換
9月17 日 機関紙「まちづくり」でイースト吉祥寺を特集
10月 1日 検討会第2 回：まちのビジョンを議論
10月 28 日 検討会第3 回：まちづくりの方向を議論
12月 16 日 第 6 回定例会で、中間報告素案を示し検討

2004年
1月27 日 中間報告書を公表。第7 回定例会で議論。
2月24 日 第 20 回定例会「イースト吉祥寺プロジェクト中間まとめに対する意見と最終ま

とめに向けた検討」（本町コミセン）
3月10 日 イースト吉祥寺プロジェクトワーキング（本町コミセン）
3月23 日 第21回定例会「イースト吉祥寺プロジェクト最終まとめに向けた検討」（消費生

活センター講座室）
3月30 日 イースト吉祥寺プロジェクトワーキング（消費生活センター講座室）
6月 3日 イースト吉祥寺プロジェクトワーキング（西久保コミセン）
6月 8日 イースト吉祥寺プロジェクトワーキング（消費生活センター講座室）
6月19 日 第２回むさしの・まちづくりシンポジウムにてイースト吉祥寺プロジェクトまち

づくり提案発表

１．検討の経過

資料
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検討会の様子

参加者による記念の寄せ書き

イースト吉祥寺まちづくり提案発表を行う
シンポジウムチラシ



60

E A S T
K i c h i j o j i
PROJECT
2003 -2004

２．中間まとめに対するご意見

◎2004 年 1月 27 日（火）第19 回定例会
・吉祥寺のまちにインフォメーションセンターiをつくって、情報発信、交流の中心にしたい、
i のあるまち、イースト吉祥寺にもi をつくりたい。

・今後水の確保が大きな課題になるため、水を確保するシステムを取り入れたい。
・むさしの全体のまちづくりにとってイースト吉祥寺のまちづくりの位置づけを明確にしたい。
・広場は積極的に利用するよう、バザールになるような使い方の提案をしたい。
・交通バリアフリー基本構想との関連性を示した方がいい。
・バス利用の具体的なイメージを提案したい。
・ユニバーサルデザインを具体的に提示したい。
・広場に面して市民の交流の場として利用されるコミュニティホテルを位置づけたい。
・いろんなものが混在した吉祥寺の魅力を保っていく考え方もほしい。
・混沌とした迷路みたいな要素がほしい。
・イースト吉祥寺のまちづくりと連携して「吉祥寺文化村計画」をすすめたい。
・コミュニティ・カフェをつくっていきたい。

◎2004 年 2月 24 日（火）第20 回定例会
・まちづくりの進め方で提案している再生機構という名称、証券化手法、例に挙げているTMAな
どの部分が、規模の大きな開発のようなイメージで、その前の内容からすると違和感がある。

・小さくても元気が出てくるお店がある回廊を造りたい。
・サンロードがつまらなくなっている。西へ西へ人が流れていってしまう。
・こういう人に来てほしいというコンセプト・イメージが作れないとだめなのかもしれない。
・ブルーキャップの激務が続いている。
・金沢は細かく条例を作ってまちづくりを行っている。そういうものを学んで生かしていきた
い。

・不動産屋のテナントあっせんに対して、大家さんの方がこのビルには風俗関係は入れないと
いう宣言をして、そういう大家を増やしていく。

・三鷹市ではパチンコ店の立地規制を行っている。武蔵野市でもできるのか？
・朝昼晩市民が通るまちにしなければならない。市全体に対して貢献できるまちにしたい。

◎2004 年 3月 10 日ワーキング報告
・市民の目線で普通の人が共感できる内容にする必要がある。
・裏は裏で楽しい！それがイーストの魅力
・東西より、南北につなげるまちづくり。東町～井の頭公園
・パサージュ。広場と戸店をつなぐ歩行空間の導入
・広場のイメージ、路地の延長としての広場、原っぱのようなもの。
・東町と駅を結ぶ軸を設ける。
・放置自転車対策、自転車と歩行者の整理。
・路地文化。若い人を引きつける魅力がある。ハモニカとイースト。他にはない。
・創作意欲をかき立てる魅力がある。
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・詩心が大切。
・隙間を埋めていくような修復型のまちづくりが考えられないか。
・イーストの魅力を知ってもらう、イメージ戦略が考えられる。
・総合設計制度による容積移転の活用。
・拠点施設に住宅は必要か？容積は埋まるのか？
・周囲の住宅地との関係性をどう考えるか？
・ウエストは自然に良くなっていった。→用途地域の差。家賃が安かった。
・次の世代のために。ここで道筋を付けなければいけない。

◎2004 年 3月 23 日定例会報告
・市民の提案が高層建物ということに驚いた。
・イースト内に自家用車を入れない方が良い。
・バス利用は吉祥寺全体の課題だが、少なくとも、提案の中でバス停の位置づけをしたい。
・吉祥寺南口の再開発が進められているが、進捗状況が伝わってこない。住んでいる人の高齢
化が進みイーストと同じ問題を抱えている。弁天通りなど安全性の確保も緊急課題だ。人が
集まらないと吉祥寺は発展しない。そうした吉祥寺の現状をもっと多くの人に見てもらいた
い。

・イーストも交通バリアフリー基本構想の重点整備地域に含まれている。交通バリアフリー基
本構想の内容をふまえた提案にするとともに、提案により、基本構想の実現を求めていくこ
とが必要。

・最終まとめは、最終的なイメージよりも、最終的な達成要素を示しておくことが重要。
・駅とイーストをデッキでつなぐ提案だが、JR 側につけることは技術的に難しそうだ。
・ユニバーサルデザインで何を実現するか明確でない。ユニバーサルデザインと車いすなどの
利用が難しい路地空間が両立するのかどうか。

・この提案によって何を達成したいかの優先順位が明確でない。何を達成したいかを明確にす
ることにより、事業規模が見えてきて、実現するにはどう行動したらいいかが見えてくる。そ
うした検討を行う段階になっている。

メールによるご意見

・中間まとめから、最終まとめへと展開するかたちは、行政等の手法を習ったものと思うが、１
歩進めて、最終前に、もう１クッション入れた方がよいと思う。

　具体的には、最終まとめ案とともに、意見に対する考え方を公表し、それに対する意見募集
を行った上で、最終まとめとする。ここまでした時、初めて相互コミュニケーションが成り
立つと思う。

・８～９階建てのビルを建てることについて、三越の陰であり、これがなくても、三越が高く
見えていて、緑化することで、逆に圧迫感がなくなるのであれば、それを強調すべき。

　しかし、東側、西側など、角度を変えた時には、やはり、日照が減る地域が多くなるので、そ
の点の配慮について明記が必要と思う。

・駅前なので仕方ない面もあるかと思うが、住民の方が、どれほどまでのにぎやかさを許容で
きるかという視点も必要と思う。逆に、不況で先が見えない中、位置づけや枠のみを作り出
して、副都心のビルのような空き状況が出ないのか。イースト吉祥寺を訪れる人数がどれく
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らいを想定するのか、１日あたりや年間あたりのイーストへ流れる想定人口や、住民世帯数
の予測、ビルに入る業者・店舗数、個別の店舗数等などを数字で示す必要がある。

・武蔵野市交通バリアフリー基本構想との関係を検討。
・路線バスの位置づけを検討
・吉祥寺大通りの路線バスの三越側への停車
・五日市街道「駅前通り」（豆腐屋近く）のバス停に中野・杉並方面からのバス停あり。
・ムーバス　あさひ病院前「弁天通り」バス停あり。
・４ｍ程度以上の道路であれば、定員20人程度の小型バスの通行が可能。貸切免許による運行
であれば、自由乗降も可能。人の流れの誘導にも貢献し、車を通すのでなく人の歩く道とし
たい希望に反し、歩行者専用道の設定が困難とのことなので、トランジットモール化なら検
討余地があるのでは。

（商店街をくまなく廻るコミュニティバス　例：浜松まちなかループ）
（無料バスの例：ベイシャトル（お台場）：丸の内シャトル（大丸有）
・パークアンドバスライド（吉祥寺全体の課題）
・イーストと連携したバスの割引（回数券等）
・まちづくりの進め方について
・経営手法も必要かもしれないが、住民・市民参加の進め方や、その手続きを示すことが重要
と思う。

・ユニーバーサルデザインをどう創り出していくかの参加手続き
・参加の対象の範囲本町住民、東町・南町等の周辺地区、市内全域を含むのか、または市外市
外からもか）

・西荻窪との連携で、外環反対との関係を検討。
・東町住民等、東町方面からの往来を位置づけＰ６まちづくり構想１五日市街道を越えて、イー
ストへ流れ込む矢印を追加。（図書館脇の矢印の延長）

・西荻窪方面とのつながりを示す。吉祥寺シアターから線路沿いを西荻窪方面へ結ぶ矢印を追
加

「８．まちづくりの進め方」の箇所でいくつかコメントします。
１．「イースト吉祥寺再生機構」（仮称）は「産業再生機構」等を想起させ名前としてはやや仰々
しい感じがします。　また、英国のUrban Regeneration Company の活動に習ってというこ
とですが、例えばイーストマンチェスター（ビジネスパーク構想）の事例では対象地域が
160haと広大でかつ15,000人もの雇用を創出するという大規模な開発計画であり、今回のイー
スト吉祥寺地区のまちづくりにはあまり参考にならないのではないかと思います。

２．証券化により資金調達を行うとのことですが、大規模な商業施設でも建設するのでしょう
か。　通常は完成物から一定の収益（賃貸収入等のキャッシュフロー）が発生しないと出資
する投資家のリターンが発生しませんから証券化による資金調達はできないと思います。　
構想で説明された内容を勘案するとやや違和感を感じます。

３．外部が良いのか関係者か良いのかわかりませんが、コーディネーターの役割は誰かが行わ
なけれはならないと思います。しかし、米国のTMA に習った提案というのが良く理解できま
せん。　本当に米国のTransportation Management Associationが行うような活動が公共交
通機関が整備された東京で必要でしょうか。　PM（プロパティーマネジメント）とは一体ど
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ういう活動、役割を想定されているのかご教示ください。

・例えばまちづくりに登場する行政・企業・市民を単純に図式化すると、
・行政：お金を使いたくてしょうがない人たち
・企業：利益を目的としてお金を使う人たち
・市民：（多くの人は）保守的で今のままでよい、お金はあまり使いたくない、損はしたくない、
いろいろ。ということのような気がしています。このいろいろの人たち向けの分かりやすい
計画になっているかが疑問です。

・駅近くの面的開発は、私自身好きではないのですが、今の登場人物〔イーストの利害関係者）
の話を聞いてもあまり現実味がなく、中・長期的に見ても陳腐化する可能性があるのではな
いでしょうか。また、計画イメージに今ひとつインパクトがないのは、この場としての必然
性がないからでしょうか。水の導入についても、必然性の薄い水の施設は、ラスベガスのよ
うに消費的です。水は井の頭公園にあるのですから。

・若者達が「イーストを東急裏のようにしたくない」と言ってる意見や、残したいと言ってる
「混沌とした魅力」は、官製のまちづくりでは絶対出てこないものではないかと思います。そ
こに市民まちづくり会議の意味があると思いますし、もっと時間をかける必要もあるのでは
ないでしょうか。

・今回の会合で、印象的だったのは、将来の、子どもたちの重要性という意見でした。
・「小学校の総合的な学習の機会」などを利用して、いまの子どもたちを、どのように地域の人
たちと関係付けていくかなどについて実践することができればと感じました。

・たとえば小学生が地域にたいしてどのような提案ができるのかを、子どもたちの目線がある
中高生が考える。小学生を集めたイベント、などができる。

・そして専門的な立場から、大学生がサポートする。
・世代間を結びつけるような仕組みも重要なのかもしれません。
・どうしてもまちづくりとは大人が中心ですが、子どもたちをうまくまちづくりの場に引き込
む、等々。

・仮に２０年先であっても、イーストを将来子ども達に残したい街にしたいとの思いは判りま
した。

・私にはまだはっきりしません。どんな街にしたいのか。こどもを含めた家族の住居しとして
住める街にしたいということが、一番なのか。商圏として反映させるということなのか。健
全な文化の香る街として住宅地として両立する街にするのか。ここの処をきちんと、地元住
民のコンセンサスが必要だとおもいます。いわゆるやくざや呼び込みを一掃していったとし
ても、若者の街と大人の街、健全な街と裏もある街というのは、なかなか難しい。成熟した
文化のかおり、なつかしさの具体的イメージはどういうことでしょうか。

・他地域も生き残りをかけて競争している時代には、吉祥寺ならではの、(表文化にしても裏文
化にしても)個性的な街でなければならないように思います。ここをはっきりさせてから、設
計が始まるのではないでしょうか。
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・今回のイースト構想は、地元住民に対する大胆な提起であって、どういう内容になるのであ
れ、住民発起の起爆剤という位置つけなのでしょうか。

・もっと地元住民が地権者が沢山かかわること、また、これだけの計画をすすめるには専従の
人や、人生をかけて取り組む関係者がいなければ、到底できないとおもいます。また、自己
資金調達可能性と経済的に採算があう手法でなければ、やってはいけないとおもいます。

・市財政からのかなりの補助金を見込むことになりますから、全市民的理解も必要とおもいま
す。



まちづくり会議と吉祥寺地区のまちづくり

●市民まちづくり会議むさしのは、武蔵野市による都市マスタープランの策定に参加した策定委
員および市民委員が多く参加し、同プランの今後のフォローアップ体制をとるべく自主的に組
織された非営利の任意団体であり、まちづくり専門家と武蔵野市の市民運動に関わってきた
人々、一般の市民などから構成されています。

●まちづくり会議は、平成15年度の活動計画として、吉祥寺地区の再生について取り組むことと
しました。最終的には地区全体の再生に向けた活動を目指すが、その第1 歩として、市営シア
ターの建設と歩車共存道路の整備、複数のマンション建設ラッシュが進められているイースト
吉祥寺を取り上げ、商業と居住の共存と活性化について、吉祥寺全体の将来像を議論しながら
検討しました。

●イースト吉祥寺を対象として行ったまちづくりの経験は、吉祥寺のその他の地区、さらに市内
の他の地区再生にも振り向け、寄与していく方針です。

発行： 市民まちづくり会議・むさしの
武蔵野市吉祥寺北町3-15-10-102
fax0422-53-7092
e-mail:chachaky@parkcity.ne.jp








